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よ
く
知
ら
れ
た
「
地
盤
、
雷
、
火
事
、
お
や
じ
L

の
言
策
在
、
今
門
出
流
に
い
う
と
「
地
震
、
台
風
、
火

事
、
酷
波
」
な
ど
と
い
う
入
も
い
る
よ
う
で
一
寸
。
そ
れ
は
と
毛
か
く
、
地
震
白
恐
ろ
し
き
は
背
も
今
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。
呂
志
は
、
世
界
の
地
震
の
一
(
〕
引
を
削
引
き
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
地
箆
の
多
い
慢
で
す
。

障
で
感
じ
る
こ
と
り
で
き
る
H

有
感
地
震
H

は
、
一
年
間
に
一
千
件
前
境
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
最

近
は
駿
間
帯
を
震
源
墳
と
す
る
東
海
地
震
や
、
相
模
商
を
震
源
域
と
す
る
大
調
模
な
地
震
の
、
閣
期
的
発
完
危

険
も
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
己
目
大
規
模
地
震
を
通
瓦
撃
つ
Fお
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
共
に
助
立
行
う

辛
フ
な
力
、
す
な
わ
ち
「
自
主
防
災
組
織
」
が
必
喪
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
現
在
、
自
治
会
や
町
内
会

に
呼
び
か
け
て
、
組
融
づ
く
幻
在
進
め
て
い
ま
す
が
、
来
結
成
の
臼
治
会
・
町
内
会
も
あ
と
ゐ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
モ
乙
で
、
自
主
防
災
組
識
の
現
況
を
お
知
ら
ぜ
し
ま
す
の
で
、
ま
戸
来
組
踊
白
自
治
会
・
町
内
会

の
方
は
、
一
日
も
阜
〈
結
腐
し
て
い
た
だ
き
地
震
を
迎
え
撃
つ
憩
勢
を
轄
え
て
い
た
だ
吉
た
い
と
思
い
ま
す
。

人口

世帯

の
方
々
に
障
臨
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
結
貴
説
摂
で
は
、
災
害
時

と
同
じ
よ
う
に
す
る
た
め
、
な
べ
や
か

ま
な
ど
を
自
由
会
主
用
意
ぜ
ず
、
給
食

部
離
を
汚
い
ま
し
た
が
、
各
自
持
ち
寄

P
上
手
に
吹
き
出
し
が
で
き
、
や
れ
ば

で
き
る
と
い
う
実
感
が
わ
い
て
い
ま

昭
和
五
十
三
年
一
月
十
四
日
の
岱
…
旦
生
、
木
造
の
騎
ポ
な
ど
怒
張
件
が
重
な
要
と
な
っ
て
幸
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
隣
す
。
二
月
下
旬
に
は
、
救
護
訓
損
も
行

大
島
近
遁
地
震
で
、
一
一
十
五
人
の
尊
い

D
、
防
災
閣
時
機
関
の
活
動
浦
力
は
抽
担
保
協
悶
の
鯖
抽
mJL廿
世
づ
く
、
実
情
に
応
う
予
定
古
品
購
を
滋
め
て
い
ま
す
。
モ

命
と
事
一
散
の
負
揖
者
を
出
し
た
ζ
と
か
し
く
低
下
す
る
ζ
と
も
が

J

え
ら
れ
ま
じ
た
住
民
日
ら
の
自
主
的
な
防
災
組
織
の
院
は
、
水
問
題
点
竺
尋
え
よ
ラ
と
思
つ

ら

、

「

大

規

模

地

震

対

時

特

別

措

置

す

。

が

必

裂

と

な

る

の

で

す

。

て

い

ま

す

。

た

だ

、

ま

だ

一

部

地

域

の

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
庁
5

平

塚

市

も

そ
ζ
で、

ζ
の
よ
う
な
地
設
に
よ
る
そ
し
て
、
尽
な
ろ
か
ら
大
地
露
が
発
中
に
は
、
閣
心
の
薄
い
方
も
お
ら
れ
る

地
震
防
災
対
策
強
化
地
墳
に
指
定
さ
れ
被
径
の
防
止
・
軽
減
空
間
る
に
は
、
市
生
し
た
場
合
な
ど
を
暫
定
し
た
訓
揮
を
の
で
、
今
楠
は
乙
の
人
た
ち
の
関
心
を

て
い
ま
す
a

E
の
た
め
、
国
・
眠
・
市
民
の
み
な
さ
ん
の
手
に
よ
る
出
火
の
防
弱
み
金
ね
て
お
く
乙
と
に
よ
り
、
災
害
高
め
る
こ
と
が
課
題
で
す
」
と
語
っ
て

を
は
じ
め
防
災
関
係
す
る
機
関
は
、
止
、
初
期
間
火
、
被
災
渚
の
救
出
s

救
に
強
い
、
明
る
ぐ
安
全
な
住
み
よ
い
地
お
ら
れ
ま
す
。

大
調
模
な
地
箆
の
発
生
ぞ
予
怨
し
て
、
護
、
遊
説
誘
導
な
ど
白
防
災
前
動
が
必
域
づ
く
り
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
虹
ケ
摂
西
部
自
治
会
自
主
防
災
会
会

住
民
の
生
命
・
同
時
点
乞
保
護
す
る
た
め
要
と
な
っ
て
き
一
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
平
壕
市
で
は
、
五
十
五
年
段
が
ら
一
一
一
長
の
小
林
武
推
さ
ん
は
「
昨
年
士
一
月

に
、
各
種
白
対
請
を
議
じ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
活
動
で
は
限
押
が
あ
る
た
日
計
出
て
地
震
対
簡
を
丞
め
て
い
ま
す
十
二
日
、
百
四
十
五
人
が
参
加
し
て
、
梢

し
か
し
、
電
話
の
不
通
や
道
路
・
措
め
‘
地
域
一
作
氏
相
日
比
の
協
力
と
連
帯
感
が
、
併
せ
て
自
主
防
災
組
織
白
組
織
づ
六
品
の
取
D
扱
い
訓
練
や
超
鑓
車
の
震

の
揖
頃
、
支
通
の
渋
滞
、
火
災
自
宅
を
持
つ
、
組
時
的
な
活
動
が
さ
ら
に
必
〈
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
動
悼
散
が
仔
い
ま
し
た
が
、
事
加
者
の

:

み

な

さ

ん

に

大

変

百

円

ば

れ

ま

し

た

。

私
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建
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も

の
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、

器

具
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整

備

室

1
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子
ノ
腕
ト
Q
パ

議

会

鞠

バ

賭

ず

号

、

ト

ラ

ン

シ

!

パ

ー

や

拡

声

機
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ジ
ャ
ッ
今
、
け
が

謹

蓄

を

聾

之

撃

フ

ト

ヲ

建

詩

語

L
f

人
の
た
め
の
さ
品
し
な
ど
を
撃
え
て
い

一

房

長

、

工

、

4
1
F

望号
J

拝

抄

技

士

一

β
日

担

半

分

切

手

。

こ

れ

か

ら

は

、

住

宅

重

量

な
の
で
、
会
長
、
情
報
部
長
、
組
長
、

自
主
防
災
組
織
が
結
時
さ
れ
て
い
る
犯
で
三
十
四
組
織
結
成
さ
れ
、
市
内
一
一

ζ

り
た
め
、
市
で
は
、
消
火
訓
練
、
会
員
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
か
、
情
報

自
治
会
・
町
内
八
訟
は
、
昭
和
五
十
五
咋

γ
日
間
あ
る
自
治
会
・
町
内
会
白
う
ち
百
救
出
・
救
護
訓
練
、
避
臨
誘
導
訓
練
、
¥
イ
ヘ
リ
ベ
1
1
1
J
P

度
喜
四
組
織
、
主
主
主
十
九
十
一
一
一
組
織
、
九
回
二
ハ
引
が
す
で
に
喜
連
訓
練
、
給
食
・
柏
木
訓
練
、
¥
ち
で
轟
討

議
、
五
十
七
年
度
が
二
月
一
日
現
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
守
土
の
白
星
暗
に
よ
る
慎
擬
地
震
験
訓
練
な
は
主
張
軸
恥

燈
一
子
町
内
会
に
つ
い
て
も
印
度
内
に
ど
の
防
災
訓
練
を
、
お
自
主
防
災
組
織
制
動
物
繊
ザ
¥
j
r
v

結
成
し
て
い
た
子
ょ
う
、
会
長
さ
ん
に
出
向
い
て
聞
い
て
い
ま
す
。
五
十
五
湘
「
冨
林

に
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
み
な
草
壁
襲
八
百
一
一
十
人
、
手
六
日
一

J
W
J
F
V

さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
長
刀
し
て
い
た
だ
年
度
は
七
十
組
織
七
千
四
百
五
十
…
一
一
天
…
品
種
設

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
、
五
十
七
年
度
は
二
月
一
日
現
在

L

Z

幼

自
主
防
災
組
織
づ
く
り
は
、
ま
ず
自
で
、
四
十
六
組
織
三
千
百
八
十
人
の
方
伝
達
訊
親
と
議
難
訓
練
宅
行
い
た
い
と

主
出
災
組
織
の
規
約
、
組
融
の
編
成
、
々
が
、
災
害
に
備
一
え
て
訓
練
を
量
ね
て
思
い
ま
す
」
と
量
猷
満
々
で
す
。

防

災

計

画

を

定

め

ま

す

。

防

災

計

潤

い

ま

す

。

こ

白

よ

う

に

、

防

災

訓

練

を

重

ね

な

は
、
平
常
時
と
欠
害
詩
の
短
織
、
つ
ま
防
災
歌
謡
に
つ
い
て
も
、
講
話
、
映
が
ら
、
実
際
に
凱
で
器
輸
し
て
い
く
ζ

り
班
(
部
〉
別
を
は
っ
き
り
分
け
、
活
国
会
、
限
談
合
な
ど
を
開
い
て
、
防
災
と
が
、
「
い
さ
」
と
い
う
と
き
に
世
立

動
し
や
す
い
よ
う
な
組
甑
づ
く
わ
を
し
に
つ
い
て
白
知
識
を
広
め
て
お
り
、
五
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。
特
に
、
平
常
十
五
年
度
は
五
十
二
臼
二
千
九
百
三
十
ま
だ
、
未
組
酷
の
自
治
会
期
町
内
金

持
は
坊
災
訓
親
や
防
災
教
室
を
開
い
五
人
、
五
十
六
年
度
は
五
十
一
一
一
泊
三
午
の
方
々
は
、
一
日
も
阜
く
組
織
づ
〈
D

て
、
防
災
技
術
や
防
災
知
識
を
悟
得
し
七
百
十
五
人
、
五
十
七
牢
産
は
二
月
一
し
て
い
た
戸
と
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。

て
い
た
だ
き
、
防
災
怠
識
の
高
掲
を
図
日
現
在
二
十
八
回
二
千
三
百
四
十
五
人
ま
た
、
一
般
の
方
も
地
域
で
弱
か
れ
る

る
乙
と
が
大
切
で
す
。
の
方
々
が
害
加
し
て
い
ま
す
固
防
災
訓
練
に
は
必
子
参
加
し
て
い
た
だ

A
F
-
L
t
a
l
a
-
-、
‘

き

た

い

と

思

い

ま

す

ロ

モ

号

す

る

ζ
と

ゆ
か
見

H
Rこ
ミ
H
p
f

信
号
ず
話
番
l

幸

町

村

。

を

が

災

害

か

ら

自

ら

の

命

奪

回

Q
Dで
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

H

い
ざ
μ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
組
織
づ
く
り
の
相
談
は

一
方
、
自
主
治
災
組
甑
で
も
、
時
D
に
お
話
歩
蘭
い
て
み
る
と
「
地
震
で
一
自
主
治
災
組
織
づ
く
D
の
と
相
談
は

近
所
由
ふ
れ
あ
い
を
究
め
な
が
ら
、
活
番
怖
い
の
は
火
災
一
で
す
。
モ
ζ
で
、
ま
平
壇
市
消
防
本
部
防
災
課
防
災
日
開
へ
お

発
な
防
災
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
い
さ
ず
最
初
に
行
っ
た
の
が
消
必
濯
に
よ
る
た
4
7
む
く
だ
さ
い
。

と
い
う
と
き
の
た
め
に
情
え
て
お
ら
れ
消
火
訓
練
で
す
。
訓
練
会
場
に
小
屋
を
・
市
役
所
電
話
幻
i
一
一
一
一
内
縮

ま
す
。
日
比
て
、
実
際
仁
川
内
や
し
て
の
梢
火
訓
棟
一
一
一
五
七
、
一
一
一
二
O

一
千
百
位
帯
の
方
が
加
入
し
て
い
る
や
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
火
災
自
消
火
、
天
・
消
防
署
電
話
幻
一
一
一
二
回
O
内
綿

縫
地
区
防
災
会
会
長
の
榔
悟
武
夫
さ
ん
ぷ
ら
油
火
災
の
消
火
制
棟
な
と
、
主
婦
一
一
七
、
二
六



平
塚
市
消
防
出
本
部
が
ま
と
め
た
火
災
救
急
概
要
に
よ
る
と
、
昭
和
五
十
七
年
中
に
市
内
で
発
生

し

た

火

災

は

、

九

十

件

と

な

っ

て

い

る

。

こ

の

火

災

で

、

死

者

が

三

人

出

て

お

り

、

ま

た

、

損

害

見
積
り
額
も
一
億
四
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
恐
ろ
し
い
火
災
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
と

隊
出
院
を
守
ろ
う
と
、
今
年
も
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
一
一
月
十
一
一
一

B
ま

で

「

春

の

火

災

予

防

運

動

」

が
、
全
国
い
っ
せ
い
に
実
施
さ
れ
る
。
み
な
さ
ん
も
、
「
火
の
同
用
心
、
心
で
用
心
、
自
で
用
心
」

を

心

掛

け

、

火

の

元

に

十

分

注

意

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

春
め
火
災
予
防
通
勤
は
、
火
災
一
が
発
一
石
油
な
ど
由
風
申
開
設
〈
六
件
)
、
お
抽
一
歳
し
よ
う
。

生
し
や
す
い
己
伯
爵
鈎
に
、
火
翠
予
防
一
ス
ト
ー
ブ
〈
五
件
)
な
Z
モ
、
全
掠
昭
一
そ
じ
て
、
「
火
災
は
人
災
、
防
ぐ
は
一

思
頚
の
普
及
を
霞
担
、
怒
静
な
焼
死
挙
一
約
半
数
〈
四
九
割
引
)
を
占
め
て
い
る
ロ
一
あ
な
た
」
者
再
確
認
古
れ
、
諌
庭
で
、
一

故
や
貴
重
な
酎
謹
白
揖
染
者
窃
ぐ
乙
と
一
己
れ
ら
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
を
怠
一
職
場
で
、
学
校
で
の
紡
火
悼
制
を
詩
点
一
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
を
ひ
か
え
、

空
白
的
と
し
て
い
る
e

一
b
な
ほ
れ
ぼ
、
未
然
に
火
災
者
一
紡
守
己
一
揖
し
て
い
た
だ
重
た
い
。
一
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
市
議
企
議

問
内
で
発
症
じ
た
、
昨
年
一
年
間
由
一
と
が
で
吾
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
一
澗
防
主
部
で
は
、
春
出
火
事
ア
防
速
一
員
お
よ
び
市
長
の
内

火
災
原
因
者
み
て
み
よ
う
.
、
一
ま
た
、
一
方
で
多
い
の
が
放
先
で
、
一
動
期
間
中
、
人
の
出
入
り
の
多
い
百
員
一
構
の
た
め
の
貰
斜
m

相
変

LP宇
多
い
の
は
、
市
也
容
一
放
火
の
一
疑
い
を
宮
め
十
二
件
あ
っ
た
。
否
、
重
盛
曹
を
は
じ
め
、
危
険
物
描
設
一
審
開
可
。
ま
た
、

〈
十
伴
V

、
ガ
ス
コ

y
ロ
(
八
仲
〉
、
一
軍
白
闇
り
は
整
理
擦
と
ん
し
、
燃
え
や
一
な
ど
の
火
災
一
予
防
査
揮
を
実
施
す
る
。
一

た
ほ

ι〈
七
件
)
、
た
き
火
(
七
件
二
一
す
い
も
自
動
ι
霞
か
な
い
よ
う
、
十
分
注
一
ま
た
、
情
防
説
観
の
実
摘
、
指
導
と
と
一平

塚
市
の
七
夕
ま
つ
り
が
全
菌
的
に

臼
有
名
な
由
は
、
竹
管
豪
華
け
ん
ら

f
k
ん
で
あ
り
、
そ
の
置
槙
も
日
本
一
と
い

耳
4

わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
霧

nU
付
け
る
よ
三
つ
に
、
七
夕
ま
つ
り
期
間
中

λ
自
は
、
母
年
、
全
国
か
ら
一
一
言
万
人
を
趨

f

え
る
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

ペ
υ
今
年
で
、
一
一
一
十
三
回
g
を
通
5

え
る
平

。
君
主
つ
品
目
程
が
こ
の
ほ
ど
決

ま
り
、
七
月
六
日
か
ら

τ白
閥
、
開
龍

窃
H

さ
れ
る
己
と
に
な
っ
た
己
創
意
工
夫
古

円
。
れ
た
、
鮮
や
か
で
議
一
諜
な
竹
飾
り
を
お

開

n
た
の
し
み
に
。

7
t

第
幻
間
平
壇
七
夕
ま
つ
り
沼
韓

7
月
6
8
(木
)
か
ら
7
月
刊
日

〈
日
)
ま
で

、，
，

ha

の
幹
輯
道
路
、
さ
岳
に
そ
の
柏
町
周

A
V
J

計

百

辺

道

路

へ

五

O
H
M
に
一
京
白
割
で
設

鷲
し
た
白
で
、
現
在
市
内
に
五
手
百

拐
災
訓
練
等
で
体
験
し
よ
う
平
太
選

B
Zれて
い
る
。

平
援
問
で
は
、
大
規
模
地
震
対
韻
消
火
器
の
取
り
付
け
は
、
ま
ず
梢
消
火
器
は
、
粉
末
A
B
C
m型
白

白
一
環
と
し
て
、
四
十
八
年
度
か
ら
火
由
民
時
な
地
境
で
あ
品
住
護
部
聾
一
番
大
裂
の
芋
さ
げ
式
で
、
格
納
麗

街
頭
間
火
器
の
設
置
を
進
め
て
い
地
域
に
お
お
む
ね
五
世
議
に
一
本
の
に
納
め
ら
れ
、
道
路
の
7
z
yス、

る

。

割

で

設

鐙

し

、

続

い

て

避

難

色

た

め

堺

、

空

き

地

な

μLに
設
寵
さ
れ
て
い

る。
と
こ
ろ
で
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
住
民
望
盟
調
査
の
中
で
、
「
ま

だ
箆
鼠
潤
火
語
白
使
い
方
を
紛
ら
な

い
人
」
が
四
五
二
ハ
軒
あ

p
、
な
か

で
も
、
軍
庭
を
守
る
主
唱
は
男
手
に

比
べ
て
知
ら
な
い
人
が
辛
い
散
宇
が

出
て
い
る
。

ζ
の
結
黒
に
対
レ
、
潤

紡
本
部
帯
防
課
で
は
商
い
て
い
る

が、

ζ

れ
か
戸
田
は
今
ま
で
以
上
に
自

主
防
災
組
踊
等
を
通
じ
て
防
災
剖
訓
練

宅
行
い
、
消
火
器
の
車
り
晶
い
に
つ

い
て
一
指
導
し
て
い
く
刀
針
で
あ
る
。

家
庭
そ
守
る
主
婦
の
み
な
さ
ん
、

劉
閥
会
等
に
書
加
し
て
、
航
で
品
購

し
、
お
ぼ
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

持a手編 J角火器。使点

i手4デ-/1f?受幾度主¥H平
正~宅三ヨル唱メ十日，τ童書革.ìt. 酔覇 V"

才色手rj雪 才3"，手絹

ぶ;

市

民

相

談

窓

n
i一
一
一
白
内
線
二
九
三

O
人
権
法
捧
相
続

{
2月
6
H
ハ
火
)
、

3
月
1
自
〈
火
〉

。
行
政
相
出
帯
損
談
{
拓
自
〈
火
)
お
時
i
m時

。
一
融
法
棒
鋼
明
談

3
h月
3
日
(
谷
、
主
月
8
臼

(
6

予
約
制
〈
儀
語
で
も
可
)
、
刊
同
時
1
%時

金
宅
地
建
物
晴
樹
桜

2
月
幻
自
〈
火
)
お
時
1
日開時

予
約
制
問
(
織
謡
で
も
可
)

。
翌
日
晶
、
棋
託
、
測
盤
栂
談

3
丹
江
日
(
木
〉
、
お
時
i
謁
持

。
性
宅
桶
相
談

2
月
日
日
(
火
〉
、

3
同
月
時
日
〈
火
)

日u
時
1
日均時

八
〉
下
輯
取
引
相
談

2
月
幻
日
ハ
ー
京
)
犯
時
鉛
分
I
M四時

。
建
問
年
金
精
鋭

3
白
月
刊
百
(
木
〉
却
時
j
お
時

。
一
融
市
民
相
談
係
臼
(
た

ru、
土
購
自
は
ロ
時
ま
で
。
日

醸
祝
H

口
は
除
〈
〉

。
消
費
仕
活
相
談
毎
週
金
掴
日
、
ぬ
持
1
花
時

。
時
明
暗
軍
特
許
摺
滋

3
月
7
日
(
月
)
刊
即
時
了
お
時

お議軽にご科郊を
青
少
年
相
談
室
〈
市
民
セ
ン
宇
ム
一
階
)

引
部

1
七

R
I金
曜
日
9
碍
5
m時

福
祉
会
総
お
こ
三
一
-

〈
〉
心
夜
ご
と
繕
談
毎
週
月
調
日
円
第
五
を
珍
、
〉
均
時
1
話
時

。
母
子
相
談
軍
週
月
1
金
輔
自
9
時

τお
時
鉛
分

。
軍
務
児
鐙
格
税
毎
週
月
1
金
暗
白
9
時
1
M時

。
輯
齢
審
議
離
相
説
毎
選
月
j
金
掴
日
9
時
初
分
i
M即時

土
欄
自
は
泣
時
ま
で

摺
開
+
閉
会
関
根
談

2
丹
忽
臼
〈
金
)

均
時
i
m時

平
壇
駅
北
口
型
番
前
パ
ス
田
中
立
務
割
伊
受
け
る
。



マ
源
口
市
分
離
説
税
役
選
択
し
て
い
る
酷

式
の
配
当
所
叫
が
あ
る
方
。

。
申
告
に
必
要
な
も
の

円

v
印
鑑

?
所
得
自
証
明
書
①
給
与
所
問
者
は

地

域

.

つ

く

り

課

@

所

在

平

寝

室

市

部

長

i
l
(平

句

境

工

業

高

控

訴

側

)

へ

申

し

込

み

を

園

利

用

期

間

的

1
年
利
用
問
区
画

地
域
づ
く
り
課
で
は
、
ニ
百
五
十
八
何
2
年
利
用
位
区
関

区
圏
白
レ
ジ
ャ
ー
菜
溜
の
利
用
者
を
葬
マ
利
絹
で
き
る
方
市
内
在
住
の
方

聾

し

て

い

る

。

マ

利

用

開

始

3
月
四
日
か
ら
白
予
定

ζ

の
レ
ジ

M
l菜
園
は
、
土
地
の
有

V
申
込
期
間
隅

2
月
間
日
正
午
ま
で

効
利
用
と
、
地
墳
の
み
な
さ
ん
が
仲
良
マ
申
込
方
法
希
望
す
る
主
劉
と
利
用

〈
南
限
設
楽
し
ん
で
い
た
戸
ye、
目
的
ゼ
期
間
在
選
ぴ
、
所
定
の
申
込
書
で
地
域

開
桶
者
の
協
力
に
よ
り
聞
説
し
て
い
る
づ
く
の
J

課
へ
郵
送
、
ま
た
は
持
署
す
る

も
白
e

ζ

と
。
申
込
書
は
、
市
立
公
民
館
お
よ

希
望
さ
れ
る
方
は
、
議
関
と
利
用
期
ぴ
地
域
づ
く
り
課
に
備
え
で
あ
る
。
ま

閣
を
選
ん
で
、
地
域
づ
く
り
課
へ
。
た
、
申
し
込
み
に
は
、
印
鑑
が
必
委
と

①
翼
土
レ
ジ
ャ
ー
架
鐙
な
る
。
な
お
、
申
し
込
み
は
、
一
世
帯

e

所
在
平
田
明
市
真
土
一
一
一
二
二
(
大
野
に
つ
き
一
つ
に
躍
る
。
多
数
田
崩
告
は

公
民
館
か
ら
商
へ
二
百
肘
)
抽
ぜ
ん
と
な
る
の
で
、
む
ず
承
を
。

-
制
隔
期
間
的
1
年
制
銅
山
∞
区
画
マ
あ
て
先
一

Tm平
壇
市
揖
間
町
9
1

川
2
年
利
用
制
区
間

1

平
塚
市
地
域
づ
く
り
謀
市
民
文
化

②

黒

部

忌

レ

ジ

ャ

ー

薬

関

偶

龍

語

お

i
一
一
一
一
円
融
一
エ
ハ
四

?F4肉料請
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職
員
が
総
合
公
濁
用
地
を

昭
和
の
域
づ
〈
り
「
組
合
公
弱
い
を
も
あ
る
カ
ヤ
や
雑
草
が
生
い
茂
山

つ
く
ろ
う
一
と
、
市
民
の
闘
い
が
か
な
い
を
、
か
ま
や
草
刈
り
槽
で
一
万
六

払
い
下
げ
ら
れ
た
農
林
拍
車
市
樹
試
験
場
方
一
刊
が
そ
刈
り
取
っ
た
。

部
地
で
、
一
月
二
十
二
日
(
土
〉
市
職
韓
合
八
九
日
闘
の
本
格
的
な
建
設
工

員
五
百
四
十
人
が
事
加
し
て
、
草
刈
D
は
、
昭
和
五
十
八
勾
度
か
ら
六
十
町

出

作

業

が

行

わ

れ

た

。

に

か

け

τ行れ
る
が
、
す
で
に
樹
す

市
民
事
加
に
よ
る
総
合
長
関
づ
〈
り
移
設
が
行
わ
れ
て
お
り
、
既
存
す
久

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
「
ま
ず
市
職
拘
の
取
り
壊
し
も
丞
々
行
わ
れ
る
r

員
自
ら
が
悼
験
し
て
」
と
、
始
め
た
も
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
敷
地
問

自
で
、
土
曜
日
田

ι
控
を
利
用
し
て
二
四
時
諒
さ
れ
る
目
立
問
称
大
ほ
高
校
忠

時
聞
に
わ
た
D
、
構
内
の
カ
ヤ
や
雑
草
十
九
犀
皮
開
校
在
日
指
し
て
怠
ピ
ソ

な
ど
の
草
刈

D
に
汗
控
流
し
た
。
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

作
業
は
、
午
按
一
時
一
一
一
十
分
か
ら
部
手
づ
〈
り
に
よ
る
結
合
公
開
出
づ
J

課
長
を
は
じ
由
一
般
職
員
の
自
主
事
加
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
び
む
協

で
行
わ
れ
、
各
部
む
と
に
決
め
ら
れ
た
い
た
だ
き
た
い
。

受
け
持
ち
区
域
を
待
っ
た
。
構
内
は
五
・
担
当
都
市
轄
暗
部
公
開
緑
地
調

十
二
年
に
試
験
場
が
移
転
し
た
あ
と
一
野
関
車
設
担
当
(
議
話
お
!
一
一
一
一

放
し
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
背
丈
以
上
輯
五
六
O
)

住民異動届は、選挙。就学、顔民年金、盟民健駿保

険、予防接種、印鑑証明などのもとになるE重要なも白

です@住所が変わったときは必ず148以内に届け出を

して〈ださい。

届け出には、そむ方自氏名、住所、異動した年月

日、従量留の住所等がわかるようにし、主人または役帯

主等が届け出るιとになっていますe

うそ由届け出をしたt、正当由理由iJぎな〈局け出惑を

おこた。た場合は過軒が耕せられる場合があDをまず@

出担当 市主主課住箆登録保〈曙諮23-1111)γ一)1(Cの健康ランニングは競技金ではなれ自分由

ベースにあったベースで謹しく走るもの@
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授
、
社
会
が
姿
勢
を
正
し
、
青
少
年
の
健
全
育
高
と
非
行
防
止
じ
、
真
剣
「

取
り
組
む
己
と
が
必
要
で
あ
る
。
市
青
少
年
相
談
室
で
は
、
青
少
年
間
臨
む

現
状
者
認
識
し
、
問
題
解
決
を
図
る
た
め
、
昭
霜
五
十
七
年
度
ト
半
期
(
四

月
，
、
ー
九
月
)
の
青
少
犀
非
特
化
防
止
活
動
状
況
を
ま
と
め
た
。
ζ
れ
は
、
脊

少
年
相
談
容
が
行
っ
て
い
る
青
少
年
一
栢
説
、
愛
謹
指
尋
の
現
況
官
品
る
。

ぺ
〈
〈
く
i
〉
7
l
(〈
〈
t
t
」
の
広
が
b
q
J
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
有
害

一

現

状

一

環

境

の

存

在

が

、

小

ぎ

な

い

影

響

「
〉
〉
〉
i
i
}
t
(
l
}
)
J
及
ぼ
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

戸
最
近
の
青
少
単
一
非
持
白
特
徴
は
、
従
非
行
り
は
し
D
主
苦
わ
れ
、
ま
た
、

制
来
か
皇
冨
わ
れ
続
け
て
い
る
儀
年
齢
昭
和
五
十
七
母
度
上
ま
聞
の
愛
読
指
導

肘
化
、
粗
暴
化
、
潜
在
化
な
ど
が
、
よ
り
で
も
多
か
っ
た

n現
煩
H

を
扇
に
と
っ

打

一

層

顕

著

に

な

っ

て

き

て

い

る

。

一

て

み

よ

う

。

に

し

て

い

る

と

い

え

る

a

て
一
百
七
十
九
件
の
相
誌
が
あ
り
、
前
年

地

方

、

書

2
・
高
壁
に
よ
る
問
題
愛
護
指
揮
さ
れ
た
少
年
の
き
が
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
非
行
富
需
に
去
、
防
十
九
件
増
加
し
て
い

が
行
動
が
南
外
で
も
見
受
け
ら
れ
、
ま
た
「
自
動
販
売
機
支
質
っ
た
。
家
庭
で
も
高
点
は
、
家
践
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
@
ζ
れ
ら
そ
学
識
別
に
み
る
と
、
小

路
逆
に
需
節
目
少
一
言
語
電
車
認
め
て
い
る
し
、
警
吸
っ
て
い
て
も
る
。
子
供
喜
い
な
り
に
な
る
己
と
な
学
生
九
件
、
草
案
ハ
十
七
件
、
高
校

甜
行
動
を
起
こ
す
な
E
、
広
域
活
問
向
大
人
か
ら
注
意
さ
れ
な
い
」
主
百
い
訳
〈
、
非
行
は
家
庭
教
育
機
能
の
低
五
生
七
十
」
八
件
、
露
少
年
十
日
一
件
、
無

N
S
τ
き

て

い

る

。

し

て

い

る

。

ら

雪

る

と

い

う

に

と

富

君

、

反

職

少

年

十

五

件

と

な

っ

て

お

台

、

率

引
非
行
の
内
等
を
み
る
と
、
罪
意
識
む
こ
の
こ
と
は
、
社
会
害
時
の
悪
花
、
告
し
て
ほ
し
い
。
生
、
高
校
生
が
増
加
し
、
会
悼
の
約
八

叶
溝
い
安
易
な
万
引
き
、
自
転
車
e

オ
l
霊
教
育
機
艇
の
低
下
、
モ
し
て
一
地
域
そ
し
て
、
大
人
た
ち
が
、
青
少
年
非

O
蓄
占
め
て
い
る
。

昨

ド

パ

J

を
は
じ
め
乗
用
車
等
の
乗
り
物
に
お
け
る
指
導
力
の
低
下
・
不
足
な
ど
行
に
対
し
て
、
き
魚
た
る
鰻
度
で
立
ち
相
談
内
容
は
、
現
煙
が
五
十
七
件
と

慨
盗
な
ど
の
室
、
住
徒
間
・
学
校
間
帯
ま
さ
に
重
な
条
件
の
中
に
、
少
年
た
向
か
わ
ね
ば
、
決
し
で
非
行
は
な
く
な
最
も
多
〈
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
一
身
上

践
の
抗
日
手
畠
力
事
件
等
と
な
っ
て
い
る
。
ち
が
置
か
れ
て
い
る
ζ
と
珍
浮
き
悟
り
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
掴
噂
=
平
件
、
シ
Y
ナ

1

等

乱

舟

二

十

位

を

指

導

し

た

。

冗

長

、

シ

ン

ナ

ー

・

接

着

剤

等

の

乱

用

二

件

、

家

出

・

無

断

外

泊

十

八

件

、

不

マ

醍

堅

議

会

)

非
ゃ
、
窓
学
@
怠
業
主
家
出
・
無
断
外

j
f
A〉
坊

さ

露

出

品

1
3

良

交

友

十

七

件

、

豊

十

一

一

件

な

皇

室

閣

の

ベ

ン

チ

に

腰

を

か

け

治

を

繰

り

悲

し

、

栗

五

、

た

か

り

、

長

官

一

で

壊

撞

名

義

君

。

ま

た

、

室

、

恐

喝

、

暴

行

鶴

一

三

非

行

警

に

な

っ

て

い

く

が

盟

理

う

ち

一

人

は

親

と

ケ

v

恐
喝
等
に
お
よ
ぶ
な
ど
、
数
え
あ
げ
た
ー
、
l
a
i
t
-
一
十
害
等
由
融
法
行
為
白
相
談
が
あ
り
、
凶
な
カ
て
径
盟
に
お
い
て
青
少
年
目
閉
し
軍
出
を
覚
悟
、
一
人
は
そ
由
宇
と
一

ら

枚

挙

に

い

と

ま

が

な

い

回

し

か

も

、

理

作

品

等

を

皐

期

括

見

し

、

指

導

竜

行

帽

に

無

断

外

的

ず

る

ζ

と

を

考

え

て

い

と

れ

ら

が

撞

雑

じ

絡

み

合

っ

て

縫

合

青

少

年

相

談

室

に

百

七

十

九

件

特

る

非

行

自

一

端

そ

り

ぞ

か

空

3
2
5
t
i

た

と

己

主

導

主

的

な

間

一

轡

行

動

と

な

っ

て

い

る

の

が

混

ζ

れ

ら

保

護

者

等

か

ら

受

け

作

脊

少

愛

護

指

揮

を

実

施

し

て

い

る

。

!

1

0

1

1

0

1

1

0

1

i

状
で
あ
る
。
青
少
年
相
談
察
官
は
、
青
少
年
の
持
め
、
早
期
解
決
者
図
っ
て
い
る
。
年
相
談
は
、
一
定
の
期
間
刷
縦
続
し
て
指
乙
の
愛
護
指
導
は
、
青
少
昨
年
補
導
負
子
供
の

ιと
で
お
憎
み
の
方
、
青
山

ゴ
刊

i一

υつ
つ
あ
ら
ゆ
る
堂
、
間
灘
に
つ
い
て
椙
昭
和
五
主
年
度
上
半
期
で
は
、
男
帯
に
あ
た
り
、
望
書
塁
醤
し
更
一
王
人
の
切
毒
て
、
駅
周
辺
や
年
相
談
室
へ
語
読
を
。

一

一

袋

居

一

識

を

号

、

適

切

な

塁

・

事

L
罫
千
百
一
一
十
九
件
、
女
子
五
十
件
あ
わ
せ
生
量
っ
て
い
る
も
め
で
し
あ
る
。
撃
事
中
心
に
、
自
月
二
十
四
重
青
少
年
相
誠
実
毒
市
平
霊

前

引

む

引

U引
ま

ず

青

少

年

初

相

談

時

計

前

十

付

目

立

持

守

位

前

月

日

1
5

青

少

坪

一

白

書

籍

に

か

か

わ

る

問

題

室

の

事

例

を

1
一
?
?
チ
T
一
;
;
i
T
4
?
宇
内
;
;
;
:
一
一
い

が

あ

る

。

非

行

少

年

の

需

を

み

る

と

マ

空

襲

〈

延

長

)

バ

イ

ク

…

宮

崎

融

制

空

間

臨

州

一

「

わ

が

ま

ま

」

「

震

が

な

い

」

「

反

童

与

え

た

己

と

か

b
毎

日

乗

色

町

四

時

霊

能

可

販

公

に

中

高

二

自

律

心

に

欠

け

る

」

な

と

が

し

、

学

棋

を

や

め

る

と

き

い

出

し

た

。

…

募

詫

明

wpm村
山

崎

関

立

ち

、

望

書

患

の

け

じ

め

が

な

霊

は

、

い

や

い

や

設

枕

し

て

い

る

状

一

集

人

員

、

と

み

の

で

を

幻

前

い

い

乙

と

な

ど

が

あ

げ

ら

れ

討

し

い

る

ロ

己

競

号

、

ど

Eた
ら

よ

い

か

と

母

親

が

一

の

嚇

融

情

守

閣

一

語

i

r

ト

岬

…

在

、

室

等

白

書

・

教

胃

環

境

相

訴

に

み

え

た

。

…

入

J
品

問

て

開

む

志

望

お

叡

彰

ゃ

、

し

つ

詰

在

り

方

に

震

が

少

な

マ

不

良

交

友

(

議

会

)

中

学

卒

一

理

糊

哨

刷

鵠

A
日

間

側

蜘

引

古

一

山

〈

な

い

乙

と

芋

っ

か

が

わ

せ

る

。

業

控

聴

に

就

か

ず

、

問

年

の

無

職

白

女

叩

償

問

、

外

等

幻

平

場

1
内

で

②

n
c開

J

O

お

次

に

、

社

会

的

規

制

が

、

価

値

観

む

営

難

に

た

む

ろ

し

、

仲

間

と

シ

ン

ナ

…

勝

一

一

側

一

一

一

建

一

一

一

日

一

日

小

品

目

一

同

一

問

時

間

関

多

様

化

や

地

入

一

揺

す

る

無

関

心

な

ど

!

霊

前

し

て

い

る

。

異

性

と

白

木

純

L

民

の

豪

に

よ

り

お

昔

、

語

化

し

て

な

関

係

も

あ

る

よ

う

て

間

近

金

書

…

公

器

一

己

品

開

醐

例

日

い

る

と

い

う

簡

題

が

あ

る

。

染

め

、

ま

っ

た

〈

親

の

一

一

一

一

白

う

ζ

と

垂

き

L

d

，

事

務

週

間

隔

葬

品

担

そ

し

て

膏

少

年

非

行

の

増

加

に

対

か

な

く

な

っ

た

と

母

親

が

相

読

に

み

え

…

1

2

A
相

お

し

て

、

考

行

在

容

認

す

る

よ

ろ

な

風

潮

た

・

f
一
』
ム
チ
7
4

家
庭
内
暴
力
、
校
内
暴
力
と
い
う
掻
返
由
特
徴
的
な
非
持
、
従
来
か
ら
一

向
に
蹴
る
兆
し
が
な
い
隈
煙
、
シ

y
ナ
i
等
乱
用
な
ど
の
考
行
。
ζ
れ
ら
一
青

少
岸
田
非
持
問
題
は
、
高
静
皿
に
発
議
し
た
現
代
社
会
的
中
古
、
増
加
白
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
己
一
れ
ら
非
行
問
題
は
、
大
人
社
会
の
在
り
方

に
深
で
か
か
わ
っ
て
い
る
。
増
え
続
け
る
青
少
年
型
行
に
対
し
、
家
庭
、
学

ど ~~1 w1り
\j;:;~ダ度ii9\

m 

愛護指導は481件

戸

司

、

リ

O
一
小

、

巴

/

市税金制邸内に納めなければならないことは知ってい

ても、つい忘れることがあbます。そういうζ とむな

いように助け合って嗣めるむが、納税貯蓄組合です。

'市税を納める人が20人以上いれば組合をつくること

ができます。混在市内には3日口組合あります。

・近所に組合があれば入ることができますけ

E腕税貯蓄組合の特噛1 /'c'n 
①組合には補助金カf支給されます。 みJうぶ['1
②瞳員組合には、報告書金が交付されます。 ベャぜい iノ
③組合員には、納税組合だよDなEが配背詣れまナ。 ム1λλ
④納税準備頭金は、ー吸史動車預金由利恵よD高車。__.-0ヲ己主ジ今¥ ~ 

可郁司 : 1 I ¥ ¥'盈1¥
E納税貯面総合の設立・加入は1 Vう'r1~L勾司.1.

・市役所収納諜納税奨励楠 〈電話23-1111) 斗jν4ぷ

基金の目標額は、 3年間で2億円。

基金から生み出された利子は、地域

領祉活動を進めるための福祉事業の

広い範囲に使用されている。あなた

の善意を社会福役募金にご協力を。

現在額 123， 126， 362門
く:s7年1月18日現在〉

平理市校舎犠祉協活輯金 量童話 33-1377 

平理市描祉部保護軍察 署童鰭 23-1111



勝
れ
た
百
の
穏
や
か
古
に
響
を
感
ま
発
品
川
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
鬼
は
外
、

じ
る
ζ
ろ
と
な
b
宇
し
た
。
揺
は
内
」
畷
に
響
〈
一
辺
同
な
声
a
ζ

箆
分
は
、
苧
節
白
か
わ
一
D
E
e
開
聞
の
洛
気
に
1

き
っ
と
鬼
は
退
散
し
て

事
お
b
お
り
の
特
急
が
あ
る
百
本
で
し
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

は
、
事
館
が
#
密
シ
踊
酷
〈
結
び
つ
い
ま
た
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
に
慣
れ
た

て
い
ま
す
.
か
つ
て
は
~
立
春
、
立
子
科
た
ち
に
は
、
大
一
旦
の
味
は
新
鮮

夏
寸
立
軟
、
立
家
、
一
四
そ
れ
ぞ
れ
の
前
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
「
年
の
数
だ
け

自
を
節
分
と
L
て
祝
っ
た
を
つ
で
貴
べ
る
の
よ
」
ル
晃
生
。
「
先
生
は

ず
。
し
か
し
、
今
で
は
、
)
般
に
立
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
て
い
い
ね
」
と

春
の
前
日
存
折
節
分
と
い
わ
れ
て
子
供
た
ち
。

い
ま
す
。
節
分
は
、
う
告
白
か
な
審

C
の
手
県
た
ち
が
貴
べ
る
さ
旦
の

の
到
来
迄
百
げ
ま
す
。
数
が
一
粒
ず
つ
場
え
る
な
と
に
、
市

二
月
一
一
一
日
、
節
分
担
呂
に
は
、
市
壇
市
も
一
揖
一
山
骨
成
長
し
て
い
く
己

内
の
一
幼
稚
題
、
楳
童
話
詰
立
と
で
し
ょ
う
。

「オニだモーj提しみながら豆宏容の準備'1f<1こもちょうだもリ f年の数だけ宜べるのよJ

⑤

d
 き 2 Ji278 (呂〉小雨決行

市役所前一大島C通称パイ口ツト膿〉

・男子10師、 5帥・女子5師、 3km
鍔子 40語以と5帥

男子 50構以上3帥

。資格市内在住、在勤由一兎空社会人

。曹;J]O'相 3∞円〈臨幸

。申し込み 2月19日
所、②民名、③年齢、④職業、

記入して見附台悼育館内部育課〈電話31--30
60)へ申し込主了。・平垣市平壇新宿930養地・

》災害加担防止当日受け付けで納入、ぜツケンは主催者が

用意する

ス一

日

と

コ

種。。

覇
2第4月曜日…一一一

頭砲に科照てゆきます。〈揖料開放J

開放穣活車難、パ狩ミントン、バスケット

軟式庭球(l~4時〉パレーボー
ル (4~8 時〉

間各輔自とも、ラケット、シャトノレ、ポ」ノレ

は必ず各自持番を。(体育館には用意して

ありません/)

2月288(月〉午後 1跨~話器寺
3Ji 14B (月〉グ

3Ji28臼(丹〕グ
運動のできる服装で参加し、土ば書用の連

動ぐつを用意して〈ださい。(館内は土足監

禁です。〉競控場内でむ散食は禁止です。



議品昭弔也、

離
棒
な
配
給
制
度
は
蕗
止

れています一歳璽まつりTミス七夕のもちつきー

お
タiミ

針生thl政局以て

託先蕎イ笛

大豆ょ司上イ立

自動炊飯器を使うコツ

-水加減は自主主りだけに頼らず、 お米白買

や、む飯のかたさの軒みによって京の藍をか

えましょう。

・火加減の調節等はむずかしいですが、例え

ば間接式借:政問ならタネがまの水を増やすこと

で長くできます。

・最近では加熱終了桂、自動的に楳机装鐙が

入 fフ、高山が持続して炊鮫時閣の不足音補え

るようになっています。スイッチが保町1に切

幻替わったら、少なくともむらし時間だけは

通電するとよいでしょう。

・時々，?，式でない自動炊飯能なら、炊きあがり

能少し時聞をおいて、二二度呂田スイッチを入

れると底の水分がな〈なるζ ろ、 g動的に梢

えますから、モの能約1日分間むらしを継続し

ます。

ー炊いた接、時間式の炊飯器で保f日のまま長

〈おくと味tJ'落ちます。また、電子ジャーに

帯しても長くお〈とかた〈なbますので、注

意しましょう。

・自動炊飯認を選ぶと書は、火力の強いも

の、ふたの重いく庄力がかかる〉もむを選

ぴ、上手に使いこなしましょう。

て異なり、:!!は30分、冬は 1-2時間ぐ

らいの浸水が必要です。

3 自盛むだけに頼らずに

オて加棋は炊飯器由自盛Dまかせという

家庭が多いようですが、お米の質、好み

によって水加慌の工夫が必要です。

e あ米の醜類によって

普通は、洗う前のお米の容経由20%増
し、百米はζ れより多〈、 30%増しとす

るのが煙車的な木加棋です。

1 ぬかのにおいを;先いおとす

最初E洗い万ては、別白容器にたっぷり

用窓し一度に入れて、手早くかきまわし

ずく。捨てます。 ζ れをゆっく bやると、

お米が水を吸うときに、ぬかむにおいな

どもいっしょに吸いζ むからです。次の

オくでは軽くとぐように洗います。

2 水につける時間lま30分以上

おいしいC量買を炊きあげるコYは、お

米に水分をまんべんなく吸わせる乙とで

す。そむためお米を炊く前に水に浸し段

オてをたすけます。吸水速度は水温によっ

5 おひっの効用

むらしが終わるころから、政飯器中の

京高気は時えて水滴となります。乾いた

木のおひつに炊きたてのむ飯をほぐしな

がら入れると、おひつがと飯粒の費節の

余分な水分を吸収するので、ふんわりと

した舌ざわりのよいな飯になります。

おひっに帯さない場合は、む飯粒をつ
ヰ むらしは 10分~15分 ぶさないようしゃもじで監から返して混

炊飯中はもちろん、むらし中もふたを ぜ、乾いたふきんをかけてふたをしま

とることは禁物です。むらしはじめてか す。

申込方法

受講輔望者は、市役所農産課へお申し込みくだ

さい。なお講度内容については変更する場合も

あります.入場無制.詳しいζ とは腫譲諜農政

管理偶(電話 23-1111 内輯540)へ。

〉

舘

船

住

蛤

中

日
勤
駈

部
市
一
一

月

塚

剤

2
平

〈

と き

ところ

講演内容

。午前のまs(10時~12時〉
・チF マ幾費者自身近な税自問題

・議筋金子芳男民〈神奈川l県農業金融次長コ

@午後の部 (13ft寺30分~1腕〉
・テ』マ今鵠の農業o展望

・講民自 III壷井弘民 CNHK解説番員〉

338 



キ高カ

耳ぐれ1

8
本
人
白
貴
佐
官
田
は
、
現
在
あ
る
程
一
が
出
は
じ
め
て
お
り
、
欧
米
人
に
多
い
一

度
磁
米
鼠
町
宜
ベ
も
む
を
加
え
て
、
平
一
病
問
が
、
日
本
で
も
屠
加
し
つ
つ
あ
り
一

均

的

に

い

え

ば

ほ

ど

よ

く

バ

ラ

ン

ス

の

一

ま

す

@

一

と
れ
た
栄
聾
水
準
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
一
そ
ζ
で
、
伝
統
的
な
宮
本
の
貴
事
由
一

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
一
よ
さ
が
再
認
識
書
れ
る
よ
う
に
な
D
ま一

も
平
均
す
れ
ば
の
乙
と
で
、
過
剰
白
人
一
し
た
a

そ
れ
は
、
来
世
中
心
と
し
た
長
一

が
だ
ん
だ
ん
と
増
え
つ
つ
あ
担
、
ま
だ
一
介
類
、
躍
黄
野
菜
、
大
担
そ
の
他
む
一
旦
一
日
本
人
自
責
生
活
と
い
え
、
来
型
見
直

木
足
の
人
も
い
〈
ら
か
は
い
る
と
い
う
一
類
、
海
革
、
曹
の
に
、
竹
め
子
な
ど
を
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

j

I

1

!

1

1

1

1

】

j

}

，
一
で
す
。

ζ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
は
一
比
較
的
多
ミ
貴
べ
る
ζ
と
を
特
鑑
と
し
一
ま
た
、
投
界
の
人
口
は
、
こ
れ
か
ら
一
局
本
人
の
食
事
の
世
聾
=
一
一
要
轟
宇
一

F
F
C
カ
ロ
リ
ー
比
と
い
う
の
は
、

毒
事
が
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
っ
一
て
い
ま
す
。
己
れ
に
李
白
緊
風
一
も
増
え
続
け
売
今
世
紀
末
に
は
約
六
一
五
は
、
葬
一
で
号
、
そ
の
パ
ニ
摂
取
熱
量
の
主
一
一
一
大
事
一
棄
の
霊
一

ま
E欽
妹
民
に
な
P
ず
吉
て
、
そ
自
害
一
世
加
え
た
も
の
が
、
混
代
の
平
均
的
一
十
五
億
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
一
一
手
一
ノ
ス
は
援
も
鐙
れ
て
い
る
と
い
一
一
が
、
ど
め
〈
ら
い
の
割
合
在
占
め
て
い
一

一
ず
。
そ
己
で
、
貴
糧
牛
一
量
一
が
十
升
対
応
一
一
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
る
か
を
示
す
も
め
君
ず
。
乙
の
理
想
的
一

一
し
て
い
け
る
の
か
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
一
一
!

1

1

】

1

1

1

1

1

1

1

ぃ
一
な
比
率
は

p
u
i
H剤、

F
m
3
却一

一
す
@
自
主
も
い
つ
ま
で
も
輸
入
に
新
っ
一
お
米
を
ま
宜
と
し
た
訂
主
人
の
宜
事
一
剤
、

C
幻
i
印
刷
引
と
い
わ
れ
、
大
宮
っ
一

一
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
〈
な
る
か
も
し
一
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
み
て
み
一
ま
し
ょ
一
ば
に
一
二
一
，
五
と
な
の
ま
す

E

一

一
れ
ま
ぜ
ん
。
尚
南
聾
者
長
期
的
に
議
保
ず
一
う
。
そ
の
ひ
と
つ
由
恩
安
と
し
て
、

p
一
日
本
は
、
だ
い
た
い
一
ぃ
一
一
.
五
白
一

一
る
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
一

F
Cカ
ロ
リ
ー
比
と
い
う
も
の
が
あ
り
一
理
想
的
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
一

一
に
き
て
い
る

ιい
え
ま
し
ょ
う
。
一
ま
す
。
乙
れ
は
、
た
ん
ぱ
〈
員

(p-
一
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
一

一
そ
れ
で
は
、
お
石
市
中
心
白
責
主
活
者
一
プ
ロ
テ
ィ
ン
〉
、
脂
肪
〈
F
・
7
ァ
ッ
一
は
一
川
西
一
一
闘
で
、
い
ず
一
れ
も
時
間
訪
の
一

一
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
吾
ま
し
ょ
一
ト
〉
、
間
水
化
物

(
C
・カ
1
ポ
ハ
イ
一
割
合
が
世
間
〈
な
わ
ず
認
手
、
炭
水
化
物
一

一

1

5

1

2

号

室

っ

た

も

の

一

弓

ζ

と

が

お

わ

か

り

に

な

る

で

し

一

朝

食

品

き

の

愚

か

さ

一
献
米
諸
留
は
肉
寅
中
心
白
金
事
の
た
一
1

j

!

1

4

朝
食
を
由
く

ιと
は
、

一
め
、
ど
玄
つ
し
て
も
脂
肪
白
と
り
す
曹
と
一
一
曜
鹿
的
な
食
生
活
は
、
朝
ご
飯
一
醸
の
供
給
を
し
な
い

Eに

一

一

宇

り

は

じ

ま

り

ま

す

。

一

一

一な
D
や
す
い
自
で
ず
。
そ
れ
に
比
べ
て
一
一

j

i

l

-

-

L
一
す
。
貧
鳳
を
起
こ
す
己
と
も
あ
D
、

一
お
米
を
定
金
と
し
て
い
る
自
本
支
は
、
一
近
伴
、
朝
食
品
き
由
学
生
、

O
L、
一
事
に
も
十
分
な
力
が
発
福

一
炭
水
化
物
の
摂
取
が
十
升
に
行
わ
れ
、
一
サ
ラ
リ
ー
マ
Y
な
ど
が
厨
立
ち
は
じ
め
一
が
あ
り
ま
せ
ん
。
芝
、

一
P
F
Cカ
ロ
リ
ー
比
ま
み
る
と
層
想
的
一
て
い
ま
す
。
己
の
間
向
は
、
生
活
パ
タ

一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
D
ま
ず
。

ζ

れ
か
一

i
yに
問
題
が
あ
り
そ
支
つ
で
す
。
夜
鍾

一
ら
も
お
米
を
中
心
に
、
魚
、
野
葉
、
牛
一
〈
ま
で
起
き
て
い
る
?
応
、
朝
な
か
な

一
乳
な
ど
を
上
享
に
と
り
入
れ
て
、
パ
一
プ
一
か
起
き
れ
な
い
e

朝
章
一
と
る
時
間

y
ス
の
よ
い
貴
生
活
聖
心
が
な
。
し
ょ
一
も
な
く
震
を
飛
び
出
し
て
し
ま
五
つ
。
こ

う

ん

な

光

景

が

毎

日

く

り

返

さ

れ

る

事

庭

ーカ品
N

ω
時

日

時

0
0

対

}

大

《

拡
柏

村

〈

ザ

醐

口
H

4

フ
世

3
プ
明

月
民
ド

内

0

4
羽一

4主

き

ろ

》
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〉
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⑧3月3臼〈木〕・・炊きこみご飯

⑧3月4日(金〉 ・巻き寿し

⑧3月5臼〈土〉…麦ご飯とみそ汁

手作りのみその作り方

⑨3Ji6日〈日〉…さけときゅうりの変わり

ちらし
午前11時と午檀2時の2殴



ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
う
の
で
す
。
ォ
ロ
オ
ヅ
プ
を
考
え
て
夕
食
は
八
時
に
し
て
い
し
た
。
で
も
、
モ
の
L

争
つ
な
こ
と
が
今
心
情
乙
一
モ
人
と
し
て
の
空
き
が
い
と
い
で
講
摘
し
た
と
野
動
物
関
嵐
長
は
、
っ
私
た
ち
は
、
励
ま
レ
た
の
、
し
か
っ

ロ
と
い
う
台
東
九
庁
長
っ
た
こ
と
に
少
し
ま
す
。
虫
事
そ
し
、
父
と
手
が
パ
タ
Y

で
は
楽
し
さ
、
喜
び
に
つ
な
が
っ
て
い
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
る
の
ひ
な
再
の
話
を
通
し
て
、
劫
均
敷
た
わ
J

、
ほ
め
た
b
し
な
が
ら
自
立
す
る

鷲
き
ま
し
た
。

ζ
の
ζ
と
そ
先
生
に
冊
パ
タ
ン
。
モ
し
て
、
お
ふ
ろ
に
入
り
ま
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

ιう
し

た

青

白

大

切

さ

を

力

説

し

て

い

ま

し

た

。

ま

で

子

供

と

と

も

に

揖

ま

な

け

れ

ば

い

一

般

公

募

鳥

海

軍

さ

ん

れ

れ

同

信

託

読

む

百

品

川

純

白

学

習

す

る

大

切

さ

を

;
J
M
A
H刊

誌

日

明

日

J

昨

日

前

殺

が

ら

離

を

自

立

今
、
非
行
は
低
年
齢
化
し
、
暴
走
緩
発
達
課
題
と
い
う
も
の
を
き
λ
て

み

ま

も

な

い

…

一

説

く

ら

い

の

子

供

で

は

、

ま

を

是

京

ず

る

裁

に

は

な

れ

ま

せ

ん

。

大

…

…

は

、

子

供

た

ち

に

と

っ

て

は

何

よ

D
の
し
て
い
く
と
き
、
持
っ
て
い
〈
も
の

は
夜
沙
持
出
世
〈
ほ
う
ζ
う
〉
し

τい
ま

し

た

。

だ

遊

ひ

の

ル

1
ル
や
約
束
が
守
れ
な
い
事
な
乙
と
は
、
日
常
世
の
中
に
あ
る
と
刊

V

幸
せ
で
す
。
ま
た
、
講
師
は
、
教
育
を
は
、
李
つ
い
っ
た
む
ぐ
普
通
の
生
活
白

す
。
思
い
や
り
の
な
さ
は
暴
力
へ
と
つ
一
一
五
時
ま
玄
L
物
事
の
時
間
主
換
を
教
た
め
に
、
気
を
ひ
己
う
と
し
て
ぶ
っ
て
考
え
る
か
ら
で
す
。

γ
j
;
;
1
土

産

生

活

学

校

高

橋

悦

子

さ

ん

1
h

誤
っ
た
と
白
河
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
ゆ
中
に
感
じ
ら
れ
る
愛
情
そ
の
も
の
で
は

な
が
っ
て
い
く
自
で
し
ょ
う
。
非
行
化
え
ま
す
。
就
学
前
の
六
捷
ま
で
に
諸
国
し
ま
E
と
い
う
こ
と
が
子
供
の
団
長
説
子
供
は
、
入
慰
し
て
以
来
こ
れ
ま
で
生
活
学
校
は
、
よ
り
よ
き
家
経
づ
〈
レ
キ
シ
プ
ル
に
心
身
共
に
柔
軟
性
学
持
と
り
を
持
っ
て
一
反
省
し
、
教
育
を
や
D

な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
問
題
は
、
子
供
た
ち
の
責
任
よ
り
も
私
生
活
の
中
か
ら
約
束
事
を
守
る
己
と
を
程
に
は
あ
る
と
い
う
己
と
で
す
。
乙
の
の
九
か
月
四
聞
に
、
口
の
き
き
方
、
動
り
は
、
よ
り
よ
き
地
域
づ
〈
り
か
ら
と
ち
、
社
会
に
訴
を
向
け
て
い
く
己
と
直
す
一
男
長
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
も
指
摘
私
た
ち
は
、
教
宵
白
鼠
点
を
見
つ
め

二
ゑ
駁
陰
惨
一
二
身
に
つ
け
さ
せ
ま
す
。
生
命
の
専
有
オ
ロ
オ
ロ
が
衝
突
を
避
け
る
作
品
の
ζ

尊
大
き
な
轟
盗
塁
、
「
自
分
で
い
う
痛
い
り
も
と
に
活
動
を
続
け
て
い
は
、
人
間
ら
し
く
雪
る
た
め
に
も
有
し
て
い
ま
し
た
。
替
、
ま
ず
君
子
に
自
営
言
、
地

J¥髄
親

譲

強

要

私

書

、

思

い

や

り

の

心

を

身

に

つ

け

さ

と

だ

っ

た

ら

し

い

白

で

す

。

や

き

と

い

っ

た

自

立

の

言

葉

が

き

ま

す

。

慰

霊

ζ
と
と
忠
わ
れ
ま
す
。
幼
児
君
事
態
、
受
験
と
量
な
域
の
宇
慌
た
ち
へ
と
視
野
を
広
げ
ま
し

議
鶴
観
炉
愛
唱
せ
る
の
も
、
乙
の
時
期
だ
と
思
い
ま
こ
の
こ
と
そ
聞
い
た
父
親
は
「
い
い
な
っ
て
き
ま
し
た
。
六
月
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
「
伶
さ
て
、
平
塚
生
活
学
校
で
は
、
去
る
思
霊
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
合
わ
ょ
う
。

議
購

ω
福
川
一
九
す
。
十
龍
、
も
豆
、
命
令
口
調
は
や
め
か
、
逃
げ
る
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
い
っ
韓
関
の
一
臼
百
季
宗
明
る

i
?

問
題
に
つ
き
ま
し
で
も
貞
雪
み
回
せ
た
教
育
が
必
要
で
す
。
子
慌
た
ち
の
よ
っ
喜
宮
、
望

講
隠
顕
踏
ん

h

一
て
さ
え
さ
せ
な
が
ら
物
事
を
さ
せ
、
;
ク
シ
ン
グ
皇
室
え
て
白
く
楽
し
さ
し
て
い
る
な
ら
ほ
、
母
轟
鰻
濁
霧
亀
伊
収
、
号
室
缶
拾
い
な
ど
の
市
で
子
供
た
ち
は
皆
一
人
一
人
事
真
喜
し
雪
、
友
達
を
つ
く
。
な
が
ら

J
Zえ
ジ
一
¥
同
時
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
む
が
親
と
蓄
を
毎
日
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
親
と
し
て
ほ
、
そ
の
子
伝
じ
た
棄
鵜
鶴
噂
殺
議
議
鶴
代
々
の
メ
ン
バ
ー
が
取
り
組
ん
で
き
て
っ
て
い
る
は
す
で
す
。
毒
事
択
社
会
的
な
知
識
を
広
げ
る
。

ζ
Eた

た
ち
続
の
責
任
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
て
町
役
目
の
語
だ
と
思
わ
れ
ま
た
。
父
親
が
子
供
と
す
る
通
び
は
、
母
的
な
し
つ
け
を
き
ち
ん
と
し
、
幼
稚
園
鱒
観
関
長
畑
一
簿
艶
鳴
い
ま
す
。
か
つ
て
虫
塚
市
の
む
み
の
混

ζ
ろ
か
ら
輝
き
季
子
は
ま
れ
で
し
ょ
視
点
在
持
っ
て
、

P
T
A
活
動
に
趨
櫨

菌

芸

大

詰

喜

一

一

震

は

、

次

す

。

を

と

は

買

十

度

違

う

も

の

が

あ

害

警

は

吾

て

い

る

の

で

は

轟

轟

之

市

状

に

つ

い

て

一

部

験

学

習

を

し

た

乙

ふ

う

つ

ま

け

て

言

宣

言

い

る

忠

義

し

ま

し

ょ

う

。

そ

し

て

、

そ

の
よ
う
に
詰
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
女
性
由
社
会
、
職
場
〈
白
進
り
ま
す

D

父
親
の
帰
宅
が
毎
日
八
時
む
な
い
か
と
思
い
ま
す

~
j轟
轟

4
j匂
)
、
あ
り
ま
す
。
モ
乙
で
一
知
っ
き
点
字
て
す
図
書
、
子
供
四
号
室
在
宅
壁
蓄
や
震
を
も
と
に
し

「
子
供
の
成
長
に
は
、
そ
白
年
代
で
出
は
包
覚
ま
し
い
も
り
が
あ

D
ま
す
ろ
な
の
で
、
私
は
父
親
と
の
ス
キ
ジ
シ
陳
童
品
と
加
工
食
品
、
そ
の
安
全
町
民
を
水
切
り
の
不
十
分
、
丹
前
の
不
徹
底
、
提
し
、
掘
り
起
ζ
す
努
力
聖
忘
れ
て
は
て
、
人
の
命
白
大
切
害
者
語
り
継
い
で

以

内

討

認

可

誌

は

百

十

時

刊

誌

品

目

当

ゐ

舗

を

生

き

が

い

に

4151し
U
J
r
iし
て

対

童

会

室

内

J

消

灯

油

刊

誌

れ

れ

い

な

い

で

し

ょ

ょ

。

い

き

た

い

患

い

ま

す

@

持

諸

問

十

日

前

日

時

日

村

山

口

U
何

時

何

時

一

一

七

時

計

フ

ロ

計

三

訪

日

U
Mわ
れ

れ

れ

れ

れ

よ

9
よ

い

封

入

盟

関

鰭

2ZEzz…

に
。
そ
し
て
、
家
庭
内
ゼ
は
ル
E

ル
を
む
母
親
に
は
、
由
民
ら
曹
と
居
早
朝
を
持
ち
一

j
z
z
z
i
-
-
神

田

婦

人

会

藤

本

サ

ト

子

ュ

ι
て
の
穏
見
を
い
う
べ
き
と
き
に
い
う
こ
一
が
空
き
缶
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
…

持
っ
て
父
読
は
束
ね
袋
宍
母
親
は
続
け
る
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
己
た
私
た
ち
の
神
間
婦
人
会
は
、
捕
人
と
白
郷
と
し
て
決
ま
っ
た
天
城
湯
ヶ
島
へ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
だ
閣
制
有
物
質
的
豊
か
古
Fげ
を
追

Y

-

i

J

徳

延

母

親

ク

ラ

ブ

真

木

典

子

さ

ん
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こ

}

血

立

一

噛

ぺ

反

日

避

け

る

に

は

、

ま

す

従

来

2
活
盟
主
連
が
で
き
、
手
芸
や
料
理
が
喜
い
ま
す
。

を

た

、

手

ア

か

o

戸
位
園
警
は

J
H
H
A
1一
時

本

九

五

日

日

一

戸

に

は

adov一
時

患

者

妻

、

勇

一

人

く

ら

い

Eい
自
的
だ
け
で
入
っ
て
い
た
私
私
た
ち
の
売
で
い
る

2
2

品

目

時

ら

比

一

J
J九
A
r
-
-
Jジ
ぷ
河
玖
J
J
3

ヨJ3M岡山ロ"“出月
Arし
と

い

う

安

喝

さ

車

し

詰

資

源

で

し

だ

警

か

た

ち

位

舗

に

な

D
;ま

れ

あ

い

毒

事

を

よ
問
問

P
き

金

山

了

で

h
Jえ

j
え

ア

ヘ

一

-
v
i
F
γ
J
f
h
f一一、一

f
T
一勺一ゲ
1
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9
h
γ
v
v
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し
ヤ

13j一h
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'

化
と
合
わ
せ
て
な
み
減
量
聖
日
発
活
動
し
て
い
く
う
ち
に
初
め
て
含
主
さ
ん
あ
り
手
。
議
室
プ
に
お
い

て

で

'

の

大

先

た

魅

O

J

一バマ

E
'
h
h日一
Z

P

E

格
。
一
9

D

一

守

山

l

t

o

ρ

h

た

。

勺

た

ず

十

J
J
r
-
j
s
'
j
h
u
f

的
に
進
め
る
己
と
で
し
ょ
う
。
口
百
が
ぬ
か
D
、
団
体
活
動
白
必
要
性
を
て
も
、
全
市
町
ク
ヨ
プ
由
交
誠
が
向
度

立

ル

中

に

子

つ

を

る

愛

帽

を

も

っ

て

見

守

D
、
子
供
、
現
ど
え
る
殺
で
あ
る
ζ
と
も
、
子
供
の
成
長
し
て
の
自
立
、
地
域
と
の
連
帯
、
モ
し
行
き
交
流
研
催
告
を
行
い
ま
し
た
。
生
活
学
校
で
貴
門
前
添
加
物
の
功
罪
に
私
の
住
む
土
麗
は
、
す
で
に
市
の
残
強
〈
感
じ
、
ま
た
、
対
人
関
係
の
大
切
か
持
た
れ
ま
す
。
社
会
見
学
、
ス
ポ
I

時

↑

小

措

酬

は

錫

坊

も

E
E豊
す
ま
旦
に
」
と
。
霊
に
は
大
切
な
こ
と
だ
は
な
い
で
し
て
社
会
参
加
を
呂
指
し
、
賢
一
員
九
月
語
、
冠
婚
葬
祭
の
簡
紫
化
に
つ
い
て
取
り
組
み
抽
出
て
か
b
久
し
く
灰
の
処
分
崩
喜
し
、
さ
ら
に
新
た
な
喜
知
り
ま
し
だ
芸
品
、
母
親
ク
ラ
プ
大
会
な
ど
、
ふ

め

一

-

の

山

出

家

、

の

深

田

氏

は

、

ζ
ζ
で
一
幼
児
期
白
山
問
題
ょ
う
か
。
人
八
倍
の
日
を
設
定
し
自
主
事
業
を
行
つ
つ
い
て
与
え
て
一
み
ま
し
た
。
な
り
ま
す
が
、
華
族
の
建
壊
の
担
い
手
最
終
処
分
場
の
建
設
も
進
め
ら
れ
で
い
対
人
関
係
は
、
家
庭
か
b
始
ま
り
地
れ
あ
い
と
学
習
自
活
力
が
あ
り
一
ま
す
。

た
タ
幼
人
る
論
き
も
に
は
触
れ
て
い
ま
ぜ
ん
が
小
中
学
授
の

F
D白
人
格
を
嵩

-eG努
力

、

幼

児

て

い

ま

す

。

十

、

÷

一

足

L
は
市
政
に
つ
い
て
身
で
あ
る
主
婦
が
学
習
す
る
乙
と
の
大
切
ま
す
。
地
元
の
住
民
と
十
ど
ま
し
て
は
、
域
へ
と
発
日
出
し
て
い
く
も
の
だ
と
患
い
己
白
よ
う
な
ふ
れ
あ
い
白
壌
か
ら
よ
れ
U

の

γ

、
婦
あ
評
と
た
識
逢
諜
騒
を
全
う
す
る
た
め
に
、
ま
軒
の
し
っ
か
D
と
し
た
し
つ
け
、
少
年
五
万
に
は
、
予
聾
縮
会
と
映
画
会
役
近
な
ζ
と
が
ら
か
ら
平
塚
市
の
行
間
政
さ
を
改
め
て
認
識
し
宇
レ
た
。

ιの
学
胸
の
痛
む
思
い
で
、
雑
木
林
が
惜
揮
さ
ま
す
a

家
庭

τあ
っ
て
は
ず
供
と
白
ふ
よ
い
対
人
関
係
を
聾
っ
て
い
き
た
い
と

註

r雲
紅

2
Z喜

止
す
る
た
め
に
向
少
女
期
星
空
、
掃
人
は
「
現
在
」
行
い
ま
し
た
。
保
護
ハ
十
四
人
で
裂
を
い
ろ
い
ろ
と

5い
留
に
基
づ
い
て
望
者
本
位
の
食
品

2く

の

蓄

に

し

工

事

由

音

在

十

轟

;

一

勺

患

っ

て

い

ま

す

。

、
市
は
か
究
し
と
抜
諸
期
に
お
け
る
し
つ
け
と
い

2も
の
を
認
識
す
る
直
努
に
優
れ
て
い
君
主
轟
均
三
一
ま
し
ご
み
処
警
告
駕
く
と
と
の
安
全
性
を
求
め
て
賞
品
行
政
、
草
草
し
て
い
ま
す
。
過
顕
だ
か
ら
、
山
弘
覇
離
島
母
親
は
、
家
君
主
で
あ
る
よ
う

せ

日

を

め

研

通

々

部

白

重

要

性

老

5

2

2
震

を

十

丹

生

七

世

々

の

力

)

弘

踏

襲

撃

PJJ
も
に
裏
芸
一
買
い
存
制
度
の
利
用
護
者
へ
主
婦
の
害
届
け
る
乙
と
の
必
が
あ
る
か
ら
と
み
喜
て
て
よ
い
と
い
轟
揖
議
選
繍
翻
静
に
社
会
に
お
い
て
も
中
心
に
な
れ
る
よ

わ

Z
つ
史
を
淡
一
私
語
、
中
学
校
二
年
、
小
学
校
六
を
結
集
し
て
い
〈
ζ
と

が

現

代

玄

目

的

融

輯

輔

対

露

な

ど

、

私

た

ち

主

婦

の

で

き

る

こ

と

に

要

性

憲

主

主

う

言

語

、

苦

と

も

一

改

め

ら

れ

る

べ

覇

ふ

鰐

噂

足

し

た

い

も

の

で

て

そ

の

た

め

に

な

細

川

設

立

年

、

一

宮

5
2
0今

ま
で
た
崎
将
来
社
会
の
た
め
に
霊
つ
遜
〆
一
一
麟
院
麟
鞠
っ
い
て
も

2
5ら
寄

れ

善

枝

活

弱

者

渇

し

て

常

に

ブ

言

。

ハ

調

鱒

酔

協

議

は

自

己

中

高

に

Eい
き
に
、

官
邸
選
出
材
同
一
れ
の
い
泣
け
;
会
員
十
曙
十
に
一
山
刊
行
口
一
一
室
教
育
の
麗
点
を
j
z
J
M
m
u
h

江
刊
誌
一
一
時
間
同
時

た

ど

市

回

会

し

女

婿

山

一

六

月

に

は

、

皇

警

L
つ

い

て

学

社

会

環

境

静

化

員

白

方

々

と

詰

し

合

、

い

…

る

書

記

f
人
関
係
が
援
に
な
っ
揮
を
よ
く
す
れ
ば
、
関
る
く
、
平
和

法
九
糊
ご
L

…

…

吋

詳

し

2
5詣

重

量

っ

て

世

も

ち

ま

し

だ

;

:

松

延

小

学

校

P
T
A
富

美

子

さ

ん

;

て

く

る

と

忌

山

手

。

有

罪

あ

る

基

裏

手

言

い

し

入

場

ど

く

タ

が

翻

Jsitz--る
み

ね

幼

一

議

小

清

水

玲

子

さ

ん

zzu

模
擬
選
蓄
を
す
主
と
し
て
日
震
づ
く
り
は
閣
々
の
符
号
、
平
塚
市
P
T
A
協
議
会
選
、
「
青
専
門
分
野
の
講
師
を
雪
蓄
す
る
私
た
ち
白
ク
ラ
プ
に
お
い
て
は
、
金
が
で
き
る
白
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

か
鴻
会
な
続
ス
〆
な
内
ゑ
轟
盤
整
}
て
誌
を
し
ま
す
。
子
供
と
の
苦
つ
い
う
む
ろ
の
準
輔
の
大
切
童
話
〈
癌
長

E
か
ら
一
室
一
の
幸
ぜ
産
ま
れ
る
四
世
話
非
行
化
対
簡
」
「
霊
童
背
の
か
た
わ
ら
、
地
域
に
摺
器
し
た

P
T
A
雪
量
は
も
と
よ
り
、
地
輔
と
む
つ

ζ
れ
か
ら
の
社
章
一
手
土
台
と
し

生

寺

た

ブ

に

ら

し

た

ふ

髭

踊

鴎

翻

副

窓

際

際

:

、

g

T

-

を

和

え

ラ

表

か

介

し

韓

基

謹

選

カ

カ

わ

り

あ

ヤ

カ

私

の

育

児

で

す

a

し

た

。

で

は

な

い

か

と

患

い

ま

す

。

き

だ

襲

撃

¥

;

活

動

白

報

告

を

E

F

T

A
の
あ
り
な
が
り
が
侯
め
る
た
め
に
自
重
量
て
、
私
た
ち
母
親
は
活
躍
し
て
い
き
た

性

れ

迎

夕

発

婦

紹

裁

議

.

脚

お

袈

騨

幼

稚

園

ι入
筒
し
て
ひ
と
月
、
き
七
月
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
例
会
控
、
ジ
ャ
ズ
ダ
Y
ス
や
柔
軟
陣
弘
購
購
欝
子
参
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
だ
力
毒
て
括
動
し
て
い
ま
す
。
例
え
い
と
思
い
そ

特

、

を

親

。

春

を

掲

鎌

田

-vゑ
議
鈎
議
ろ
一
由
連
絡
帳
在
宅
、
新
し
い
仲
間
と
い
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
神
田
掃
人
損
、
七
夕
踊
り
な
ど
垂
一
宮
、
臨
力
作
猶
場
雪
援
マ
縁
組
欝
千
年
も
の
菅
に
、
ば
、
地
填
白
行
事
長
し
て
は
、
環
境

i
i
l
i
l
-
-

の

に

良

母

た

Z
に

議

轟

轟

襲

警

と

も

に

新

し

い

発

著

書

ぴ

、

幼

稚

図

書

、

言

心

と

地

域

ぎ

り

喜

善

行

っ

て

い

ま

す

。

3

吋

問

嚇

)

輔

蝿

も

金

も

5

5

2員
、
老
人
会
、
掃
人
会
、
重

r
r
2
4一一

i

蓮

華

警

警

の

先

住

吉

な

じ

ん

で

い

る

己

主

君

、

Zん

縫

い

、

一

円

玉

、

ベ

今

年

度

員

会

自

主

事

器

産

轟

智

駐

離

轟

ま

さ

れ

る

宝

子

に

し

か

め

や

有

企

な

ど

す

べ

五

住

民

が

一

律

と

な

っ

お

願

い

「

一

年

学

つ

カ

の

、

私

は

、

子

供

由

一

臼

の

終

わ

り

に

か

り

ひ

と

安

心

し

ま

し

宍

ル

マ

i
ク
、
古
切
手
収
提
な
ど
の
活
動
果
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
私

Z瀦
費
勺
、
と
い
う
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ζ
の
連
帯
を
新
年
掃
人
目
つ
ど
い
由
童
書
お

ロ
今
活
送
り
ん
お
「
今
日
は
尭
し
か
っ
た
」
と
芋
供
の
顔
幼
稚
園
で
楽
し
〈
遊
ん
で
い
る
か
と
を
翼
行
し

τい
ま
す
。
が
掃
人
金
活
動
に
事
加
し
た
当
初
は
忙
あ
り
E
F
T
A活
動
を
ど
う
議
め
い
っ
由
世
に
も
愛
わ
ら
な
い
自
は
輯
さ
ら
に
大
き
〈
、
市
、
腰
、
そ
し
て
、
願
い
し
た
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
斎
用
紙
」

を
克
て
語
句
か
け
ま
す
。
す
る
と
手
供
思
う
と
、
あ
る
尽
子
院
が
「
太
一
向
、
八
月
に
は
、
会
員
の
親
睦
を
両
国
る
た
し
か
っ
た
こ
と
、
つ
ら
か
っ
た
乙
と
、
る
か
」
に
つ
い
て
砕
悼
を
量
ね
て
き
ま
心
で
す
。
留
の
関
連
へ
と
広
げ
、
す
ば
ら
し
い
人
を
ま
だ
お
持
ち
の
方
は
、
二
十
日
ま
で

は
「
p
y」
と
か
「
ア
ノ
ネ
」
と
い
っ
拙
稚
麹
で
オ
ロ
オ
ロ
し
て
い
る
の
」
と
め
、
市
制
五
十
周
岸
記
念
に
市
民
体
盤
ま
た
、
時
に
は
憎
ん
だ

ιと
も

あ

り

ま

し

た

。

去

る

十

月

白

神

奈

川

県

P
T
A大
会
開
関
同
聞
が
で
き
た
ら
、
畢
力
や
非
行
は
に
広
報
謀
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

人

②3 Jl23B (水〉 午前由雄~午撞4時

コース仁平壕)，景を訪ねて互 市役所に集

会「図書館 E市街iJ50周年記念映画立鴻藍粛〉

一湖南海来一ぴわ青少年の家 E貴事〉一七

盟主E.

散

輔副

丸岡

平塚市では、市政の理解に役立ててもら 号を記入自主え f干 254平器市浅間安J9-
1市広報課広報係Jへ、 2月28日までに申

うため、施設見学会を聞きます。観光/、
し込んで〈ださい。 各コ」スとも先着50

スでご案内します。参加は無料。 人。展宜は各自負担となります。①コース

し込み 往復はがきに、委参加需葉のコースは18uF，、 ②コースは各自持夢。

〈①か②由どちら;11'1つ〉と住所、民名、禽話番

①3月15日(火〉 午前9時~午後4時

コース 市役所に聾合一粗大むみ車町浄処理

場一大神環境調生セジタ}一白薄型ト北部

学校柏宜共同調理場〈貴事〉ー電々公社中

皇居一市役所解散



マ
'
開
閉
月
か
伊
小
学
校
に
入
学
中
y
る
児
蛍
は
、
市
内
支
約
一
一
一
千
七
言
五
十
人
と
な
っ
て
い
る
。
新
入
学
を
迎
支
争
ム

マ
器
廃
宅
は
、
鍵
議
の
こ
と
を
は
じ
め
、
壊
同
住
活
の
己
と
、
友
達
づ
き
あ
い
の
こ
と
、
受
返
事
故
の
乙
と
な

7

ム

マ
ど
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
心
記
白
種
が
つ
き
な
い
と
思
う
。
モ
乙
で
、
入
学
に
あ
た
っ
て
お
母
さ
ん
方
に
気
ム

マ
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
心
得
の
い
〈
っ
か
を
紹
介
し
よ
吉
。

大
原
@
新
町
@
中
原
一

沼
韓
林
省
県
福
試
験
場
跡
地
に
新
設
原
一
丁
包
の
全
域
お
よ
び
中
原
二
丁
目

一
れ
る
「
仮
称
大
原
小
学
校
」
由
通
学
む
う
ち
県
道
平
壇
海
岸
伊
勢
原
綿
以
部

填
が
、
十
二
月
定
例
教
育
委
員
会
で
を
除
く
池
域
}
と
な
る
。

ま
っ
た
。

ζ

の
広
域
は
、
こ
れ
ま
で
崇
善
、
松

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
事
凶
次
学
区
寓
が
丘
、
中
原
の
各
小
学
校
ほ
と
な
っ
て

恐
世
間
金
(
委
員
長
鹿
島
キ
ニ
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
割
し
て
一
小
学

}
に
お
耐
闘
い
し
横
討
し

τい
た
だ
い
校
区
在
新
設
し
た
も
の
で
、
佼
郡
大
原

匂
の
。
新
し
く
決
ま
っ
た
通
学
震
域
小
学
校
の
淘
授
は
、
昭
和
六
十
年
四
月

「
大
字
大
阪
、
大
宇
薪
町
、
大
手
中
の
予
定
で
あ
る
。

保

健

衛

生

地
返
錯
空
慢
は
、
椅
生
状
態
が

き
わ
め
て
悪
く
な
る
。
主
定
、
食

物
や
木
が
変
わ
っ
た
り
、
変
則
的

な
生
活
や
精
神
的
に
目
指
援
し
た

D

す
る
ζ

と
あ
ら
、
位
も
本
調
に
な

るす成明
雲
市
上
回
霧
器
、
市
西
北
部
土

な
冨
の
丘
陵
地
帯
に
あ
り
、
結
記
積
は
一

沌

0
・
四
世
、
計
画
区
画
数
回
平
基
壱
あ

が
る
。
す
で
に
、
昭
和
五
十
年
か
ら
何
回
包

誠
の
公
募
に
よ
り
、
一
一
千
一
手
書
が
永
代
使

但
閉
さ
れ
て
い
る
。

一
糊
混
在
、
土
富
霊
園
で
は
、
第
一
一
溺
議

問
地
造
商
工
事
が
頓
調
に
進
ん
で
お
り
、

引
芝
生
墓
地
古
十
二
惑
の
造
成
、
開
問
盤

奪
摘
等
が
三
月
中
旬
に
拡
完
高
ず
る
予
定

唯
一
と
な
っ
て
い
る
。

;

r

t

あ
工
事

P正
了
に
伴
い
、
芝
生
墓

地
の
貸
付
分
暗
暗
殺
行
う
が
、
申
上
辺
み

の
資
格
、

E
程
等
募
聾
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
広
報
ひ
ら
つ
か
三
月
号
で
お
知

ら
せ
す
る
。

り
一
発
病
し
や
す
〈
な
る
。

マ
生
も
の
忽
ポ
は
臼
に
し
な

h
v
 マ

水
の
不
足
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、
パ
イ
年
ン
が
つ
き
や
す
く
、

需
の
よ
と
れ
に
十
会
議
す

る。
マ
腹
痛
、
下
痢
、
発
組
問
と
い
っ

た
症
状
が
出
た
と
吾
は
、
責
中
撞

や
伝
染
病
が
考
え
ら
れ
る
。
ヰ
古
ヨ

が
遅
れ
る
と
一
箆
お
悪
化
し
、
大

勢
の
人
に
広
ま
る
こ
と
に
な
る
。

土産霊園

住居苦番号の付番申し泌をして

-平壇市では「住所をだれでもわか!J

やす<J在百撮に、住居費示制度を

昭和39年から実施している。 ι四住

居費示区域では、地番在住所として

使潟する乙とができないので必ずA
居番号の吋番を申し出ていただきた

い。

・包属番号は「住所j と名目つ〈すべ

てのものに使期する大切なもの。

X詳しい己とは、市民諜住民登揖保

〈護軍話23-1111肉離 230)へ間い由

昔?をt在。

よ
ct署緩や重量瞳相料などはと討さない

宅地内や活内に援理して鐙いていただき

道路は工Eし〈使って〈ださい。

②商品や包装がらを出さない

揖還にはみ出していると、揖行者の通行

に支障をきたすので買をつけて下さい。

糞イヒ白面11'0も問題があ!Jます。

③建車工事などで出用するとき

事前に欝嵩と市役所に手続きをとり、許

可を樽てから行って下吉い。

③躍木串いけがきのXIJり込みを

庭木ゃいザ7引きがのびて受i車白見溜しを

懇〈しているところがあEつまずa 大きな

事故担原因となるので、メI]!J込みを励行

して下さい@

拐さ鵠 喜重量量管王里鱒
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館

館
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一
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記

持
凶
作
一
学
回
目
学
学
小
壇
野
民
び
民
岡
山
民
一
間
企

副
出
品
一
油
公
小
小
ほ
貝
み
宝
公
ち
公
位
公
一
時
最
自

動

一

富

沢

延

呂

ず

回

じ

田

村

高

楠

田

一

部

地

支

4

来

し

一

土

吉

松

金

ふ

万

ふ

海

豊

田

城

間

金

一

積

回

雨

一

演

出

来

民

間

同

国

民

一
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マ
申
し
込
み

2
月
初
日
(
日
〉
ま
で
一
円
盤
腰
づ
〈
一
り
は
野
菜
か
ら
}

札
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
一
マ
期
間

3
月
3
自
(
京
〉
か
ら
一
。

口
、
職
業
を
記
入
ゆ
っ
え
、
干
向
山
平
壇
一

8
臼
(
火
)
ま
で

川
靖
完

l
i
m
平
壇
市
中
央
公
民
館
一
日
V
主
催
平
曙
青
果
同
組
合

(
埼
詣
担
!
一
一
一
-
一
)
へ
。
一
併
せ
て
、
市
主
曜
に
よ
る
「
米
町

な
お
、
前
面
申
し
込
ぶ
さ
れ
た
万
は
一
大
キ
ャ
ン
ペ

l
y」
が
行
わ
れ
る
ロ

門
化
廿
慌
の
仕
方
}

円v
期
間

3
月
間
日
(
木
)

お
日
(
火
〉
ま
で

マ
主
催
平
塘
化
粧
品
組
五
口

山小説・文学111111111111111111111111111111111111111.

地般庄太郎短編/J由党全集上立風書惇

天 国 野 郎 清水一行

立やもん/ 庄司監江

大坂博 E司晴遼太郎

源八邪淫自閉 山手樹一郎

チョッちゃんが行〈わよ 黒柳朝

急行エトロブ殺人事件 辻寓先

若間且i草 木上勉

二度生まれて ベテイ J._J)フトン

装いせよわが韓よ 高橋たか子

空母瑞鶴田生産 豊田穣

皇室田時代J二・下 瀬戸内晴美

湖底白光台 松本情張

いっしょにお茶を 田辺聖子

刺客群像 抽校IE太郎

ノj喧見三木武百 戸川猪佐武

1111家庭生活HI!I!I!!I!I!!HI!I!lIlllll!llI!I!IIIII!HI

気〈ばりのすすめ 鈴木健二

新 3LDKa:o家族学 宮脇樺

ゲームに勝つテニス 光文社

揮しい室内ゲーム邸 宅富勝

クルマを相性で選ぶ;本徳大寺有恒

室内題芸 ジ河ージ・セダジ

母と子をむずぷなつかし遊び

選藤ケイ

策京周辺花白名所ガイド 臼地出版

ζ とわざ名君事典 若水捜

I!I!社金制学・その他 1111!lIIIIIIlJlIIIIIIIIIIII

商業疑記¢手続 日本法令

ケインズとサムエノレツン由時師予測

法 帯原正巳

飢えるアフ旦力 NHK取材班

輝けノ立子マラyン 高橋進

アイスパード号航海記

デイピッ?と、ルイス

アメ構三十五年の激史 塩精一

官開揖時間 9時~16時50分

官 休 盟 百 銭i毘月曜日

官博物館干254浅間町12-41電 話33-5111

会映画会

・3月 6日 (8)1α時、 14時
「穏し輯の三悪人J白黒ヲイド 2陵台官

戦恩師c'>Lt生、世継ぎの拡!を揮して、隠され

た黄金 200貫とともに脱出を図る三人自主号~

豪快なタッチとスベクタんで、迫力ある黒沢

関設宮町朝」築時代串u.1959年べんl)ン映画祭

で監督揖を受貫した。 Cλ揚自由〉

会こども映画会

• 3J'l27日 C日)1住時、 14時
「新・子廃物語j カラー60分

親と緩れた子鹿と、少年と少女がおoなす

愛と騒動の物語。イギDス映画。 E入場自由〉

官商館時間

・貸出主吾、委参考室、学習室 9時~16時国0分

・ζ ども護火~土曜呂は13時 -16時50分、
日曜日は9時~161帝5自分

合体輯忠 告主週月曜日、 3月22日

会翻署罫描午254浅間防12-41電話31-0415

月は十日月、金星はよい自明星になって百

四空に輝いていると君。 ζ れ昔、望i璽鋭で観

繋ずる。参加自由。当日は、料学救援へお集

まりを。

日時 3月25日く金) 18時~2開寺

会体験学習シワーズ

「拓本護者E作ろう j

拓本用自墨金作fフ、拓本のとり方を学ぶ。

命日時 3月27日〈日) 1α時~15時

・金湯耕学教室

会費 5001弓
・申し込み 3月18臼までに往復はがきで。

話多数のときは、拍せんで30人a

食事寄贈品コーナー

市民のみなさんから寄贈された、江戸時代

也事惇ぴな在中心;こ、三月節句由ひな人3Dを

展示する。 Cλ揚自由〉

・期間 2月16臼(71<)~3 月初日(71<)

.8時 3 J'l138 C 白)10時~1関与
・会場大遇。公留〈横浜・閣内駅下車〕

合体措臼毎週月曜臼

食青9'、草金鱈子254浅島明T12-41霊童話32-7029

会自然観祭会

「早春の大礎丘綾を訪ねてj

大輔氏綾の地簡や、早春白甑物を訪ねる。

・臼時 3 J'l13尽く日) 9時~161帯雨天の

ときは中止。

・コース 大磯町揮官在山付近

・田し込み 2 J'l28日までに往復はが吉で。

幸世田と吉は、抽せんで30入。

i:d霊告を見{i会

「月と金還を見ょうJ

エ;話し合いのすすめ方

話し方に自信をつけ、上手に話し合いがで

きるテクニックを身にτコけよう。鵠了者には

知事名目悼了言臣、手帳およびパッジが交付さ

れる。 C申込指0
・期日 3月 68(8)、13日〈包〉

・時間 9 時30分~1田寺

・講師 言議掛学振興協会委参与 長打信堅苦民

・対象青年一般 30人

会オザエンテー 1)ンゲ

早春白高関山由風を受け、地図と磁石をた

よりに頭白体操を。そして、親と子由ふれあ

いと、体刀づく担をしよう。 C申込制〉

・日時 3月 68(8) 9時30分~15時間

夫白ときは中止

・会場開帯平 (9時30分に大磯小学校へ集

合する〉

-指嘩 臼:;js;;j-l)エYテー!JYク'番員会公認

1鞭指導員宇佐聾健一民ほか

ー治関代 2∞内
対韓親と子仁小学生以上コ 60入

・持番ずるもの 弁当、雨具、タ庁ノレ等

1::r衰年フェスティパ}~

fともに生事る神謀111をめざしてJ



盤盤麓饗韓議轟轟
豊富島綴保健セYタ }

車富受付午韓 1時 -2時
豊富田子鍵麗苧眼本冊号部}冊と輔器用

異世持譲歩亡 37)'月児は本冊の晶、

{3か月:思1

3Jl2日 57年11月 1臼-10日主主
3Jl9日 57年11月1!B-20日生

3月23臼 57母11月21日-30日生

[3綾児1
3月 3日 55年 1月 1日-10自主主

3月10日 55年 1月11臼~鈎自主主

3月24日 55平 1月21臼-31日生

予紡接種の湾問

午後1時ぬ分から3時まで。封印

田会場は午後 2碍から 3時まで.

長とう まさお

藤正雄ちゃん
主役平草市下高882 NCR大磯工

場にお勤めの佐藤好関さん(30歳〉

と多聾江さん(剖歳つの長男。現

在 77)明で身長71師、障重 8，5地
57年 7月 5日生ま才h

自が大宮〈て、とてもあいきょ

う的よい正雄ちゃん、取材の日は

あいにくカぜを弓iν、ていて、デし

機構が警かった。普段は、乱暴な

ことが大好きで、おじいちゃんに

高い高いやぐるぐる屈してもらっ

たりする元気な子だ。

纏樺 1期 3箇受ける

・封書良 2揖(24か月〉から 4緩 (48
か月〉まで白劫泊。なお、接種間燃

は 21E13回とも 3i盟問7)'08週間。

穣捧2潮 1間受廿る

・対量購1期の 3回呂が軒わって

か ら 1年以上 1年 6か月以内の期間

に受ける。なお、揮 1期を串めに受

けて、第2期もなるべく 4輯までに

軒了ナるようにしていただきたい，

[2月1
23日 中原公使館、金回公民館、

民岡崎公民館

24日 神田公民館、京金自公民館、

出城島公民館

25白樺健セYタ}

モ
ニ
タ

i

関
心
の
あ
る
万
ご
応
募
を

地
境
づ
く
り
諜
で
は
、
昭
和
五
十
八
一
容
L
m凶
お
よ
び
一
県
白
同
一
目
的
の
モ
エ

豊富会場探曜セYター

富覇受付 午控1時-2時

霊童母子健康手帳本冊・日開昔、輩記潟

異を持番

2月15日 56年 8月21日-31日生

3月 1日 56年 9月 1日-10日主主
3t18 B 56年 9月 11臼-20自主三

3月15臼 56年 9月21日-30臼主主

健康相談
。成人補摺談 聾遇月曜日

。膏児相談 毎週木曜臼

・時間 9時30分-IC時3C分

・会場 保健センター

T E L34-iJ311 
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料
〉
ぺ
ッ
ド
、
ペ
ピ
l
力
j
、
ペ
ピ
l
パ

マ
曜
気
ゴ
タ

y、
都
市
ガ
ス
用
ふ
ろ
お
一
ス
、
お
ひ
な
さ
ま
、
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア

け

，

か

ま

一

ノ

、

持

麓

盟

、

ク

p
i
y
ヒ
ー
タ
ー

古
本
用
国
間
登
器
開
情
緑
は

を
離
さ
な
い
で
い
る
こ
と
が
あ

4

陥

る

。

ιれ
は
慌
時
白
表
現
で
あ
い

る。

3
か
月
に
な
る
と
あ
や
夫
れ
…

居
れ
ば
奨
い
、
大
人
の
顕
雪
4
る
と
い

「
ほ
ほ
え
み
か
け
る
よ
ー
つ
に
な
る
a

川

一
ζ

れ
は
積
極
的
VL周
閣
に
樹
君
か

4

1
¥

け
る
議
志
、
能
動
従
へ
の
芽
生
文
い

掛
》
考
え
ら
れ
る
。
ま
だ
、
親
じ
い
ベ

人
々
を
m
b
閑
却
し
て
ほ
ほ
え
む
ま
で
恥

に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
い

翠
る
間
段
階
で
あ
る
。
一

3
か
向
付
の
こ
こ
ろ
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん
笠
窓
口
、
愛
一

ぷ
九
管
制
明
え
る
こ
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
イ

赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
皆
、
「
か
ら
の
感
覚
を
刺
殺
し
、
快
癌
を
与
一

だ
」
と
と
も
に
「
こ
こ
ろ
」
も
急

3

へ
ま
た
、
母
親
す
鴻
足
さ
せ
、

い
山
容
L
黍
唱
し
て
い
〈
。
赤
ち
ゃ
ん
品
川
芋
山
関
係
吐
露
貯
に
す
る
。
己
の
…

咋
が
、
お
か
れ
た
環
塊
の
乙
介
品
川
ら
僻
説
に
母
親
か
ら
み
分
な
聾
青
空

ホ
に
ど
の
よ
吉
に
反
応
し
、
行
動
す
受
け
ず
、
母
子
関
係
が
良
好
で
な

川
る
か
に
よ
っ
て
「
こ
こ
ろ
」
白
い
え
や
が
て
「
己

ιろ
」
の
積
一

一
発
逮
ヂ
一
知
る
ζ
と
が
で
き
る
。
母
々
の
陣
容
が
生
ず
る
。

J

乳
を
吸
っ
て
い
る
と
き
に
、
自
に
母
親
と
む
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
必

一
波
の
あ
ふ
れ
る
表
情
童
子
ζ
と
要
で
あ
る
が
、
過
開
設
に
な
ら
な
一

一
が
あ
り
、
満
援
に
な
っ
て
も
乳
首
い
よ
う
気
を
つ
け
よ
言
。

会
場
は
、
福
祉
会
館
。
詳
し
〈
は
、

稽
社
諜
道
生
福
祉
時
(
亀
語
幻
一
一

二
内
綿
一
一
一
一
一
一
〉
へ
。

マ

i
ケ

の

い

ろ

い

ろ

生活関連物資価格調査
前費生活モニ次-30人による 1月忠平均fillj格です

ねずみは「害獣の王様」といわれて

私たちの日常生活にいろいろな饗を

与えている。

-食べ物奇食べられたむ妻家屋告かむられる。

.担ずみに、寄生するダニやノミが韓生する0

.担ずみによるサ)~宅ネラ蘭の貴中嘩が発生

する。

提ねずみりいる家庭に殺そ剤を無償で配布す

る自で、各地区町自治組織を過して申し込

んでいただきたい。

担当健廉諜帯主E係

一、、、- ，/'コW J.{ ， ~. '.1;，勺
i i に

一、叫‘、、

75歳以上の方に、は今、きゅう、あんま

マッサージ、指圧の施術費の助成を行っ

ています。

・対韓 関治41年 3月31白色前に主主まれた方

百今年度の受揮非は、 3Jl31日で使用できな〈な

ります。まだ、受醍罪白交付金申謂していない方、

また、苧元に受瞳捧が贈っている方は、早めに使

用して〈ださい.

・受壊罪 I枚につき 600丹の自己負按

・申し込み 印鑑と年齢を置E拐できるものを持番

し、握手止課老人福祉係まで

〈電話23-1111 肉親 219)



リ
ー
ダ
i
養
成
務
習
一

市
甘
底
、
中
学
住
者
対
象
に
第
三

期
平
壇
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
日
i
ダ
i
聾

璃
講
習
金
者
顎
、
@

マ
期
間

3
克
宇
田
辺
月
ま
で
〈
金

8
回
・
同
宿
泊
癖
瞳
2
包〉

円
v
葬
韓
購
入
園
田
人

マ
負
担
金
無
軒
〈
た
だ
し
、
宿
泊

研
揮
は
実
費
の
一
部
設
負
担
)

マ
申
レ
込
み

3
R
m日
〈
火
)
ま

宮
L
、
背
少
年
諜
宵
成
時
(
電
語
幻

一
円
融
五
円
)
五
)
へ
。

!
青
年
に
国
際
的
な
感
覚
と
視
野
昔

広
め
テ
名
ら
お
う
と
、

J
C青
年
四

舶
の
由
民
秒
募
集
し
て
い
る
。

円
v
期
間

6
月
日
日
1
6月
目
白

マ
内
容
新
吉
〈
ら
丸
洋
上
研
艦
、

香
曜
市
内
観
光
な
と

V
費
情
十
九
万
九
千
円

マ
募
集
期
限

3
月
日
昌
(
火
)

詳
し
〈
は
、
平
壇
市
青
年
会
議
所

〈
平
壇
臨
工
会
議
所
内
・
電
話
幻
!

大
西
七
回
)
へ
。

手
話
通
訳
帯
住
者
を
聾
崩
し
よ
う

と
、
苧
語
講
習
会
が
勝
か
れ
る
e

マ
日
程

3
月
4
尽
か
ら

3
月
ぬ
8

ま
で
の
8
自
閤

マ
会
場
市
役
所
A
会
議
室

マ
務
部
丸
山
活
路
血
羽
生
ほ
か

申
し
込
み
等
詳
し
〈
は
、
福
祉
課

更
生
湯
祉
保
〈
篭
語
幻
i
一
一
一
一

円
融
ニ
ニ
一
)
へ
。

市
仙
京
公
民
館
で
、
制
時
制
貯
法
種
相
談

が
開
聞
か
れ
る
。

マ
期

U

2
月
初
白
(
土
)

門
v
栢
議
員
弁
護
士
寅
援
措
光
民

円V
申
し
込
み

2
舟
抗
告
読
午
ま
で

に
、
花
京
公
民
館
(
電
話
出
一
一
一
八

一
一
一
時
)
、
松
厳
公
民
館
(
電
話
幻
i

六
一
八
六
)
へ
。

マ
日
時

3
月
3
門
口
(
木
〕
午
挫
6

時
(
入
揖
無
担
〉

マ
A
M
揖
平
草
市
勤
労
会
館

円
v
内
容
私
た
ち
由
事
争
レ
と
日
本

経
爵

7
講
抽
出
評
論
家
田
原
臨
一
朗
氏

7
申
し
込
み
先
平
援
市
勤
労
虫
館

(
亀
語
句
三
三
五
五
)

一
県
政
平
二
一
タ

i
募
集
一

ヤ

i
!
!
I
:

県
で
は
、
昭
利
五
十
八
犀
度
属
政

モ
ニ
タ
ー
を
葬
聾
し
て
い
る
。

マ
算
聾
人
員
百
五
十
人

マ
費
格
却
歳
以
上
(
た
だ
し
、
公

務
員
、
公
職
に
あ
る
方
、
県
政
モ
ニ

3
R
m呂
〔
木
)

詳
し
く
は
、
湘
南
地
区
τ行
政
セ

y

タ
i
県
民
課
(
電
語
竹
山
i
一
一
七
一

一
〉
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

県
立
平
屠
商
業
高
校
で
一
位
、
昭
和

五
十
八
時
度
自
定
時
制
生
桂
を
募
集

す
る
。

中
盤
襲
律
相
担

4
年

マ
募
集
斜
邑
商
業
斜
、
普
通
掛

マ
募
集
期
間

3
月
7
日
i
n
u
g

v争
力
検
斎
、
面
接

3
月
刊
日

マ
対
象
車
年
度
中
学
技
官
事
業
ず

る
方
、
す
で
に
中
学
校
世
帯
業
し
て

い
る
方
、
家
庭
の
主
婦
な
ど
牟
齢
は

問
わ
な
い
。

詳
し
く
は
、
平
境
商
業
高
校
(
竜

話

泊

二
Z

一
八
五
〉
へ
。

町
職
業
訓
白
骨
乞
十
肘
一
段
段

昭
和
五
十
八
岸
度
白
職
業
訓
観
生

を
葬
聾
し
て
い
る
。
申
し
込
み
等
詳

し
ミ
は
、
訓
練
校
ま
た
は
平
控
公
共

職
業
安
定
所
(
霞
説
明
ω
l
O
一
0

0
)
へ
お
た
ず
ね
を
e

門
小
白
原
高
噂
撃
町
剖
親
世
}
小
筒

際
市
民
世
橋
七
一
一
六
一
(
電
露
。
四

六
五
!
お
j
一
一
一
一
七
五
〉

新
年
掃
人
の
つ
ど
い
に
出
席
さ
れ

ζ
と
に
綴
立
i

た
し
い
も
の
ぜ
ず
。
自

た
方
自
ι

中

か

岳

、

軍

の

前

が

む

み

晶

君

治

虫

単

位

、

斑

単

位

モ

、

む

み

白

出

構

街

に

な

っ

て

い

る

方

々

白

声

が

寄

し

方

を

謡

じ

合

う

よ

う

抱

単

し

て

く

せ

ら

れ

た

あ

で

、

紹

介

し

ま

す

。

だ

さ

い

。

(

怨

〉

0

0

0

0

マ
華
町
前
白
色
み
置
湯
に
、
か
な
D

7
と

み

収

集

場

所

に

持

議

嗣

障

を

出

し

遼

〈

の

λ
が
、
通
勤
途
中
位
。
み
を

た
D
、

収

蝿

車

が

乙

な

い

自

に

と

み

出

し

て

い

く

。

ζ

う
い
う
方
は
、
む

聖

出

し

た

り

す

る

と

、

そ

れ

が

火

甘

み

収

集

車

が

持

っ

た

按

で

も

、

ま

た

け
俊
に
な
っ
て
、
山
田
よ

2
Lむ
み

と

滋

い

ま

す

。

(

八

幡

)

l

休
日
で
収
集
車
が
ζ

な
い
自
で
も
、

が
た
ま
幻
ま
す
e

少
し
の
な
み
は
私

7
近
所
の
ア
パ
ー
ト
に
住
む
人
で
、
平
賀
で
出
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
近

の

裁

の

中

へ

入

お

た

り

、

大

型

自

も

む

み

を

袋

に

も

え

れ

ず

ポ

ィ

と

聾

積

所

四

人

で

も

、

と

み

を

出

し

た

棲

の

の

ほ

市

へ

襲

目

し

た

り

し

て

い

ま

す

所

へ

投

げ

捨

て

た

D
、
と
み
由
車
が
始
末
そ
し
て
ぐ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

が

迷

惑

な

も

の

で

す

@

(

富

士

見

)

行

っ

た

陸

に

す

ぐ

な

み

を

出

し

た

り

結

局

、

自

升

由

軍

の

前

だ

か

ら

、

自

マ

収

集

臼

で

な

い

の

に

、

平

気

で

と

す

る

人

が

い

ま

す

。

自

努

の

寵

の

前

分

で

す

る

乙

と

に

な

る

。

(

松

原

〉

み

を

出

す

人

が

い

ま

す

。

そ

の

だ

ら

で

は

な

い

か

ら

気

に

し

な

い

、

と

い

マ

み

な

さ

ん

吋

自

分

の

所

、

自

分

さ

し

の

な

さ

に

は

、

あ

書

れ

る

ほ

ど

古

う

よ

ぶ

つ

な

気

持

は

、

さ

け

た

い

も

由

え

よ

け

れ

ば

に

と

患

っ

て

い

る

り

す
。
特
に
燃
Y

え

な

い

と

み

白

出

し

方

で

す

。

(

崇

善

)

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

燃

え

な

い

は

ひ

と

〈

、

な

み

が

な

い

と

曹

の

方

ヤ

近

丈

に

う

ろ

つ

く

野

良

ね

ζ
が
、
む
み
白
臼
が
決
ま
っ
て
い
る
の
に
、

が

少

な

い

位

で

す

。

仕

方

な

く

か

、

生

む

み

の

入

つ

士

ピ

ニ

7
1
ル
袋
を
我
自
分
勝
手
に
出
す
。
み
て
い
て
撲
が

市

で

収

聾

し

て

い

る

よ

主

で

す

が

、

が

家

白

際

L
持
ち
込
み
、
食
事
音
楽
立
ち
ま
す
ね
。
〔
四
之
宮
〉

収
錆
呂
で
は
な
い
白
に
、
円
」
み
奴
聾
ヨ
一
か
。

ζ
れ
支
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
由
片
付
け
を
、
市
政
へ

C
C怠
寛
、
む
饗
望
等
は

金
行
う
の
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
て
も
、
な
み
田
山
は
な
く
な
ら
ー
な
い
選
一
一
回
ず
つ
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
ま
広
報
課
広
報
偶
へ
。

rJl 
と性導 者 J

(lf-?人ZZ
這t ~ 

ヂ:よ

マ
募
詰
南
町
掛
目
服
飾
軒
、
経
営
経
理

斜
、
莞
容
軒

マ
募
集
期
限

3
月
5
日
(
土
)

マ
試
髄
自

3
月
9
日
(
水
)

門
事
一
野
高
等
聴
講
説
離
控
}
車
野
市

韓
議
一
二
一

O
(電
語
剖

O
八
七

O
)
 

マ
募
集
斜
呂
電
録
制
材
、
自
動
車

盤
情
軒
、
建
築
設
計
斜
、
木
材
加
工

軒
、
開
盈
製
耐
凶
掛

ヤ
募
集
期
限

3
舟
5
臼
(
土
)

ヤ
試
験
日

3
月
日
日
(
金
)

[
穣
円
高
等
職
韓
訓
練
校
}
藤
氏
市

川
名
二
九
O
i一
一
(
竜
語

0
8六
六

!
お
!
一
一
四
一
一
五
〉

マ
算
議
桝
毘
情
報
処
理
耕
、
服
飾

料
、
ヂ
ザ
イ
ン
斜
、
電
手
計
算
削
材
、

写
真
植
字
軒
、
経
理
耕

マ
募
集
期
限

2
月
お
日
(
金
〉

門V
試
験
日

3
月
2
日
(
水
)

農
業
会
館
・
湘
南
劉
話
相
諜
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
閣
語
教
室
を
開
聞
く
。

マ
臼
時

2
同
ぺ
白
日
会
合
午
前

9

時
初
日
刀
か
ら
日
時
泊
分
ま
で

マ
会
場
農
業
会
館
3
階
会
議
室

マ
内
容
春
ま
き
草
花
の
作
。
万

受
講
歩
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接

合
購
へ
お
出
か
け
を
、
詳
し
〈
は
歯

芸
教
築
(
農
業
品
館
内
・
竜
語
お

。
五
九
一
二
〉
へ
。

中
小
企
業
の
従
業
単
を
対
象
に
、

技
術
者
扉
悼
が
開
聞
か
れ
る
。

円v
長
期
投
弱
者
感
略
構
輔
技
栴

斜
、
化
学
校
楠
軒
、
電
芋
唆
術
軒

マ
中
期
技
指
者
研
俸
査
菌
処
環
技

術
軒
、
生
産
管
理
軒
、
マ
イ
コ
ン
掛

ヤ
申
込
期
限

3
向
月
初
日

詳
し
く
は
、
高
ヱ
課
工
業
師
〈
電

話
幻
一
一
一
一
内
輯
五
O
七
)
へ

犬、ねこの巡回収容
3月5E (土) 3月12B(土〉

9 '00 神間公民館 9 '00 松原公民館

9 '25 大野公民館 9 '20 須賀公民鍔

9 '50 豊田公民館 9 '40 花京公民館

10 ， 10 城島公民館 10 ' 00 富士見公民館

10 '30 金自公民館 10 ' 30 中原公箆館

10' 50 開o;公民館 10' 55 旭公民館

11 ， 10 金呂公民館 11 ， 15 吉沢公民館

庄
また、真土には全国的に有名な

大塩山古墳があったほか、顕著な

滋跡神社などが存在する。

大神の乍塚は本市有散の大きな

墳揮である。四之自む高林寺境内

やそ目付近からは布告瓦が出土し

憎の出土品と肝せて、諜良時代末

から平霊祭寺代初期とまろの古寺の帯

主王者E思わせる。最近、その北方か

ら上代地方長宮紐人物白帯した鰐

帯 Eかたい〉や致問の墨書が発掘

され、伎の注目を浴びている。

神社には、相槙歯第四の宮前鳥

〈さきどり〉神社、第五百寓鶴峯

山八幡宮があ'0、両神宮:と田村の

八坂神社空中心に、蟻づかの録時

文化問も伝えられている。田村舘

は東銭に出記される舘である。中

設は度々戦場となり、その生々し

い瀦鯛も存在するようである。

庄は公家・社寺田装闘に端を発

し、平望涼期以韓、初jえば豊田'"

と豪華街底、糟昼民と糟屋庄、二宮

'"と二宮Etというように、多〈は

武人目領地と深い関慌があった。

八幡庄においては武人縄県は見

当たらない。広大だったと伝える

八曙信の古会主購からきたものか，

E文盟問井弘〉封おたずねは市交

線さん醜 E癒 窓32-5843)へ

E 東海道と八曙大内

i 八橋
E 江戸時代中期以後、平畢市域は

~ 541宮村に分かれていた。

5 ζ 白宿村は、明治22年 (1889)

E市制・町村制の施行によって、平

E塩匪7・須罵村・大野村‘神田;f，j・

5 棋島村・信部献す・豊田村・金田村

E ・小中村・山胃〈やましろ〉村・

5金包材・大根村〈一昔Eコ・土沢村

三の13町村になった。それは置き、

~ c白541宮村田うち50宿村は、大住

三君E、 4村は開綾 CI1llる吉〉郡に寓

~ [.，、さらに大使郡内自50宿村は八

三蝿庄・豊田庄・糟濯庄、陶綾郡内

Eの 4村は二宮Etに崩していた。

き 八蝿Etに損した宿村は、須賀封

2 ・馬入村・平壇新宿・戸幡村・間

三之宮村・真土村・府対・大神村

2吉際対・下島村の10稽村である。

~ cの地域は椙槙111に沿い、また

E東海道をはじめ、八王子往濯に奥

E州街道) .鯖歯街道・中箆街道・

5大山街道など塾婆道路由選てずるホ

E盤交遇運輸の華客地であったe

2 そして、須賀穫は相慎/11在来j尽

き して下る流域由産物、主主ぴに間/11

5を利用してよらせる議・海産潤等

Eの中継所として栄え、新宿・忠利は

芸人馬白継ぎ立てや宿泊を寝接担当

し、馬入・田村は相模/11渡しの任

務を架していた。
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ザ
とき 3月13B(日〉
雨天決行、荒天3月27臼仁日〉順延

ところ 平塚沖(大磯堤防ー茅ケ崎平島〉

・事加盟桔と害方日料 高校生以上初日人、 35∞円
・輯按方法 さお 1 本、針 2 車、おもり1O~15号

えさジャ JIメ、委参加者各自用意する。

輯技時間出舟午前8時30分~午後2時30分

・申込方法 下記四つD宿へ[貰按または電話で。

Et三郎丸信草謡21-1012 浅八九電話21--{)田4

重喜葺ミタL (.- 22~2552 Et桂子関むたし タ 21-1312

重 量漁丸 d' 22-5956 
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。日渡 2月17日〈木) 10時~15時 日産車樟/

2月18日〈金) 10時~15時平塩江南高校/2 月
26日(こと) 1α時~151時紅谷町舟平前仁平誼ライ

オYズ70ラプ)/3月 18て火)1α時~15時駅
北口/3 月 2 日 Cオ010時~15時高砂吉和/3

月 5自仁土) 10時 ~12時横内公民館・ 13時~15

時スーパーすず吉や斯1C横内地IR)/3J'l8臼

C:!O 1α時~12時 トヨタオート神崇111.13時~

15時高潤 世熱鎮/3月12臼〈こと)1α時~121時

揖島公民館〈揖島地ß) ・ 13時~15時大神寄木

神社前〈大神地区)/3月14日〈月) 10時~15時
三共化成工業

~一一ご協力ありがとうございました~日~、

平揖駅北口 137人、南京地区10人、松軍靴区9
人、平場市俊所 133人、東洋軌柑17入、伊藤製パ

;:/29人、古河稽工 2叩人~しらさ宮ライオYズク

ラブ C!iI'イクマ) 160人、富士見地区39人、中央

農協樟隠さを所34人。
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